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は
じ
め
に

　
本
報
告
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
か
ら
分
裂
し
て
イ
ラ
ン
・
中
央
ア

ジ
ア
方
面
に
成
立
し
た
モ
ン
ゴ
ル
政
権
で
あ
る
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
公

文
書
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
本
報
告
で
「
官
文
書
」
で
は
な
く
「
公

文
書
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
の
は
、
扱
う
文
書
の
な
か
に
行
政
文

書
だ
け
で
は
な
く
、
皇
帝
で
あ
る
イ
ル=

ハ
ン
が
発
給
し
た
勅
令
文

書
（
王
令
）
も
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
チ
ン
ギ
ス=

ハ
ン
の
孫
の

代
に
な
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
元
朝
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
、
チ
ャ
ガ
タ

イ=

ハ
ン
朝
、
ジ
ュ
チ=

ハ
ン
朝
に
分
裂
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な

お
、名
目
上
は
元
朝
の
皇
帝
が
四
ハ
ン
国
全
体
の
ハ
ー
ン
（
大
ハ
ン
）

（qa’an

）
で
あ
り
、
元
朝
が
宗
主
国
で
あ
っ
た
。
元
朝
以
外
の
君
主

は
ハ
ン
（qan

）
を
名
乗
り
、
ハ
ー
ン
（
大
ハ
ン
）
を
名
乗
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
君
主
で
あ
る
イ
ル=

ハ
ン（il-khan 

/ il-qan

）
も
実
質
的
に
は
独
立
政
権
の
君
主
で
は
あ
る
も
の
の
、
元

朝
か
ら
は
王
族
で
あ
る
「
諸
王
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
特
に
イ

ル=
ハ
ン
朝
は
チ
ン
ギ
ス=

ハ
ン
の
末
子
ト
ル
イ
家
の
第
三
子
フ
レ

グ
（H

ülegü
）
の
一
族
が
君
主
（
イ
ル=

ハ
ン
）
と
な
っ
て
い
た
こ

報
告
四

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書

　
　

―
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
研
究
の
序
論
と
し
て
―

　

四
日
市

　
康

　
博

キ
ー
ワ
ー
ド

　
公
文
書
　
発
令
様
式
　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
　
イ
ル=

ハ
ン
朝
　
印
章
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と
か
ら
、
同
じ
ト
ル
イ
家
か
ら
成
立
し
た
元
朝
（
大
元
ウ
ル
ス
）
と

親
密
な
通
交
関
係
・
通
商
関
係
を
維
持
し
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の

各
面
に
お
い
て
中
国
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
元
朝
と
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
間
で
は
、
数
次
に
わ
た
っ
て
使
節
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
、

新
イ
ル=

ハ
ン
即
位
の
際
に
は
元
朝
か
ら
承
認
が
な
さ
れ
た
だ
け
で

な
く
、
元
朝
か
ら
イ
ル=
ハ
ン
へ
の
降
嫁
も
お
こ
な
わ
れ
た（

（
（

。
そ
の

た
め
、
初
期
の
イ
ル=
ハ
ン
た
ち
は
元
朝
の
承
認
を
受
け
て
か
ら
イ

ル=

ハ
ン
に
即
位
し
て
い
た（

（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
文

書
行
政
が
元
朝
の
そ
れ
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
ひ
と
つ
の
背
景
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
は
他
の
ハ
ン
国

よ
り
も
中
国
文
化
の
影
響
を
深
く
受
け
、
そ
れ
が
文
書
行
政
に
も
反

映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
の
文
書
様
式
に
対
応
す

る
発
令
様
式
、
漢
字
朱
印
な
ど
中
国
的
印
章
の
使
用
、
中
国
的
な
尊

敬
表
現
の
模
倣
、
中
国
的
暦
（
十
二
支
）
の
使
用
な
ど
で
あ
る（

（
（

。

　
イ
ル=

ハ
ン
朝
で
は
、
君
主
の
イ
ル=

ハ
ン
お
よ
び
王
族
、
重

臣
（A

r.-Per. 

ア
ミ
ー
ルam

īr

／M
on. 

ノ
ヤ
ンnoyan

）
た
ち
は

モ
ン
ゴ
ル
・
ト
ル
コ
出
身
で
あ
っ
た
一
方
で
、
宰
相
・
官
吏
や
領
民

の
多
く
は
ム
ス
リ
ム
・
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
多
様
な

民
族
・
宗
教
か
ら
成
る
複
合
社
会
で
あ
っ
た
。
元
朝
の
場
合
と
同
様

に
、
イ
ル=

ハ
ン
宮
廷
や
政
府
で
は
通
訳
官
や
各
言
語
専
門
の
書
記

官
が
置
か
れ
、
多
言
語
環
境
に
対
応
す
る
形
で
文
書
行
政
が
施
行
さ

れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
語
・
ト
ル
コ
語
系
書
記
で
あ
る
ビ
チ
ク
チ ( M

on. 

bičigeči / Tur. bitigči

）
と
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
系
書
記
の

カ
ー
テ
ィ
ブ ( A

r.-Per. kātib

）
が
併
用
さ
れ
、
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
・

中
国
的
文
書
の
特
徴
を
も
取
り
込
ん
だ
イ
ス
ラ
ー
ム
的
書
記
術
が
発

達
し
た
。
イ
ラ
ン=

イ
ス
ラ
ー
ム
の
書
記
術
指
南
書
に
イ
ン
シ
ャ
ー

書
記
術
の
書
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
伝
統
的
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
書
記

術
に
加
え
て
モ
ン
ゴ
ル
的
な
要
素
を
も
っ
た
文
書
様
式
に
つ
い
て
も

記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
文
書
様
式
に
は
支
配
地
域
の
イ

ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
要
素
と
同
時
に
支
配
者
層
で
あ
る
モ
ン
ゴ

ル
的
な
要
素
も
併
存
し
て
い
た
。
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
文
化
や
社
会
に

お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
的
要
素
と
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
的
要
素
の
関
係

は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
た
が
、概
し
て
イ
ル=

ハ
ン
朝
前
期
に
は
、

そ
の
統
治
制
度
や
社
会
制
度
に
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
文
化
的
要
素
が
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
第
七
代
君
主
ガ
ザ
ン=

ハ
ン

（Γazan Q
an

）
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
て
以
降
、
モ
ン
ゴ
ル
王
族

間
に
も
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
の
受
容
が
進
み
、
以
後
、
イ
ル=

ハ
ン
宮

廷
に
お
い
て
も
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
文
化
要
素
の
影
響
が
顕
著
に
な
っ

て
ゆ
く
。
例
え
ば
、
イ
ル=

ハ
ン
の
名
を
刻
し
て
発
行
さ
れ
る
コ
イ

ン
に
は
、
当
初
、
ウ
イ
グ
ル
文
字
モ
ン
ゴ
ル
語
の
銘
文
や
「
大
ハ
ン
」

（qaγan
）
の
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
た
が
、
ガ
ザ
ン
期
以
降
は
大
ハ
ン

に
代
わ
っ
て
「
神
」A

llāh

の
文
字
が
刻
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア

ラ
ビ
ア
語
の
み
の
刻
文
を
持
つ
コ
イ
ン
の
割
合
も
多
く
な
る（

（
（

。
文
書
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様
式
に
お
い
て
も
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
文
書
の
定
型
句
や

祈
願
句
、
印
章
、
使
用
言
語
、
文
字
な
ど
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
的

な
要
素
が
色
濃
く
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

一
．
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
公
文
書
と
は

　

　
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
公
文
書
は
主
に
イ
ル=

ハ
ン
や
后
妃
（qatun/

khātūn

）、
王
子
（köbegün/shāhzādeh

）
の
発
布
し
た
勅
書
（
王

令
）
と
重
臣
・
宰
相
が
発
布
し
た
官
文
書
か
ら
成
る（

（
（

。
前
者
に
は
モ

ン
ゴ
ル
語
文
書
が
多
く
、
後
者
に
は
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
が
多
い
。
そ

の
た
め
、
従
来
の
研
究
で
は
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
と
ペ
ル
シ
ア
語
文
書

の
研
究
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
お
こ
な
わ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
モ
ン
ゴ

ル
語
文
書
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
の
文
書
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
ペ
ル

シ
ア
語
文
書
は
イ
ス
ラ
ー
ム
文
書
の
一
類
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
近
年
は
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
に
も
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
命

令
文
書
の
要
素
が
多
く
含
ま
れ
、
逆
に
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
に
も
ア
ラ

ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
由
来
の
語
彙
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
両
者
を
別
個
の
様
式
を
持
っ
た
文
書

と
見
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
と
し
て
同
じ
枠

組
み
内
で
扱
う
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
シ
ャ
イ
フ=

サ

フ
ィ
ー=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン=

ア
ル
ダ
ビ
ー
リ
ー
聖
廟
伝
来
文
書
群

（D
ocum

ents from
 the Shaykh Ṣafī al-D

īn A
rdabīlī Shrine

）（
以

後
、
本
稿
で
は
「
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
」
と
称
す
る
）
に
は
表
面
が

モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
、
裏
面
が
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
と
い
う
表
裏
に
二
件

の
文
書
を
含
む
合
璧
文
書
が
数
件
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
一
件
の

ペ
ル
シ
ア
語
文
書
の
中
に
ト
ル
コ
文
・
モ
ン
ゴ
ル
文
・
ア
ラ
ビ
ア
文

が
複
合
す
る
文
書
の
事
例
も
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、
モ
ン
ゴ
ル
語

文
書
と
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
の
相
関
性
が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
の
研
究
の
進
展
と
共
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
文

書
も
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
も
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
命
令
文
書
（
モ
ン
ゴ
ル

命
令
文
書
）
の
一
類
型
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
い
ず
れ
も

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
文
書
様
式
と
類
似
性
を
持
ち
、
そ
の
構
造
や
定
型

句
な
ど
基
本
的
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
や
元
朝
の
公
文
書
の
様
式
と
共
通

し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
徐
々
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
は
全
体
が
ウ
イ
グ
ル
文
字
で
書
か
れ
て
お
り
、

印
章
の
言
語
を
除
け
ば
、
一
件
の
文
書
内
で
そ
の
他
の
言
語
と
複
合

し
て
書
か
れ
た
事
例
は
今
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
イ

ル=

ハ
ン
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
は
従
来
、
イ
ル=

ハ
ン
の
発
給

し
た
文
書
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
イ
ラ
ン
国
立
博
物
館

（M
ūzeh-ye M

ellī-ye Īrān

）
で
修
復
さ
れ
て
新
た
な
モ
ン
ゴ
ル
語

文
面
と
漢
字
朱
印
が
明
ら
か
に
な
っ
た
文
書
が
イ
ル=

ハ
ン
で
は
な

く
重
臣
で
あ
る
大
ア
ミ
ー
ル
の
発
給
文
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
王
令
以
外
に
モ
ン
ゴ
ル
語
の
官
文
書
の
存
在
が
初
め
て
確
認
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さ
れ
た（

（
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ル=

ハ
ン
の
み
な
ら
ず
、
重
臣
の
ア
ミ

ー
ル
た
ち
も
モ
ン
ゴ
ル
語
で
命
令
文
書
を
発
令
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
一
方
、
ペ
ル
シ
ア
語
公
文
書
、
特
に
朱
印
が
押
印

さ
れ
て
い
る
官
文
書
（
行
政
文
書
）
は
、
一
件
の
文
書
内
で
複
数
の

言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
場
合
、
本
文
は
ペ
ル

シ
ア
語
で
あ
っ
て
も
、
冒
頭
定
型
句
は
ト
ル
コ
語
ま
た
は
ア
ラ
ビ
ア

語
・
ペ
ル
シ
ア
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
結
尾
定
型
句
（
発

令
年
月
日
と
発
令
場
所
の
提
示
）
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
ア
ラ
ビ
ア

語
で
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
使
用
文
字
は
言
語
に
か
か
わ
り
な

く
一
貫
し
て
ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る（

（
（

。

　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
命
令
文
書
様
式
で
は
冒
頭
定
型
句
の
末
尾
で
文

書
様
式
の
宣
言
が
な
さ
れ
る
が
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
公
文
書
で
も

同
様
に
文
書
様
式
が
宣
言
さ
れ
る
。
そ
の
文
書
様
式
に
則
れ
ば
、
王

令
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
ウ
ゲ
」（üge

）、
ト
ル
コ
語
で
「
ヤ
ル
リ
グ
」

（yarlīgh

）、
ペ
ル
シ
ア
語
で
「
フ
ァ
ル
マ
ー
ン
」（farm

ān
）
と
宣

言
さ
れ
、
官
文
書
は
主
に
ト
ル
コ
語
で
「
ス
ズ
」（sūz

）
と
宣
言
さ

れ
る
。「
ウ
ゲ
」
は
モ
ン
ゴ
ル
語
、「
ス
ズ
」
は
ト
ル
コ
語
で
「
言
葉
」

を
意
味
し
、
実
際
に
は
皇
帝
の
勅
令
以
外
の
「
命
令
」
を
指
す
。
ト

ル
コ
語
の
「
ヤ
ル
リ
グ
」（yarliy

）
は
貴
人
の
「
仰
せ
」
を
意
味
し
、

文
書
行
政
上
で
は
君
主
の
「
勅
令
」
を
指
す
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
「
フ

ァ
ル
マ
ー
ン
」
も
同
じ
く
「
勅
令
」
を
意
味
す
る
。
言
語
上
、
ト
ル

コ
語
の
「
ヤ
ル
リ
グ
」
に
対
応
す
る
モ
ン
ゴ
ル
語
は
「
ジ
ャ
ル
リ
グ
」

（ǰarliγ

）
で
あ
る
が
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
文
書
行
政
上
で
は
「
ヤ
ル

リ
グ
」
の
言
い
換
え
と
し
て
「
ジ
ャ
ル
リ
グ
」
を
使
用
せ
ず
、「
ウ
ゲ
」

が
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
建
前
上
と
は
い
え
宗
主
国
で
あ
る
元
朝

を
含
め
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
全
体
の
権
力
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
準
じ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
の
文
書
様
式
と
し
て「
ジ
ャ
ル
リ
グ
」

を
発
給
で
き
る
の
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
全
体
の
大
ハ
ン
で
あ
る
元
朝
皇

帝
と
皇
后
だ
け
で
あ
っ
た
。
イ
ル=

ハ
ン
は
イ
ラ
ン
で
は
「
皇
帝
」

（pādshāh

）
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
全
体
の
中

で
は
あ
く
ま
で
も
「
王
」（
諸
王
）
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
た
め
王

令
で
あ
る
「
ウ
ゲ
」
と
い
う
文
書
様
式
し
か
使
用
で
き
な
か
っ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。た
だ
し
、モ
ン
ゴ
ル
語
で
は「
ジ
ャ
ル
リ
グ
」（
勅
令
）

の
語
を
使
用
で
き
な
く
て
も
、ト
ル
コ
語
に
お
け
る「
ヤ
ル
リ
グ
」（
勅

令
）
の
語
は
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
の
文
書
行
政
上
で
は
言
語
そ
の
も
の
の
間
に
序
階
が
存
在
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
改
め
て
詳
述
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

二
．
現
存
す
る
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
と
そ
の
先
行
研
究
　

　
現
存
す
る
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
と
し
て
最
も
大
規
模
な
史
料

群
は
「
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ラ
ン
北
部
の
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ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
に
拠
点
を
持
っ
て
い
た
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
シ
ャ
イ

フ=
サ
フ
ィ
ー=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン=

ア
ル
ダ
ビ
ー
リ
ー
教
団
（
＝
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
ー
教
団
）
に
対
し
て
イ
ラ
ン
・
中
央
ア
ジ
ア
を
支
配
し
た

歴
代
王
朝
が
発
給
し
た
行
政
文
書
や
王
令
、
法
廷
が
承
認
し
た
法
廷

文
書
や
契
約
文
書
な
ど
か
ら
成
り
、
古
く
は
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
期
か

ら
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
期
ま
で
各
時
代
の
文
書
が
含
ま
れ
る
。
中
国
の

道
仏
教
団
や
日
本
の
有
力
寺
社
の
伝
来
文
書
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
文
書
群
も
世
俗
権
力
か
ら
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
教
団
の
権

益
や
財
産
へ
の
干
渉
を
防
ぎ
、
保
持
し
て
ゆ
く
た
め
の
証
書
と
し
て

ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
の
聖
廟
内
で
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

現
在
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
は
主
に
イ
ラ
ン
国
立
博
物
館
、
ワ
ク
フ

庁
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
国
立
図
書
館
の
三
箇
所
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

モ
ン
ゴ
ル
時
に
属
す
る
文
書
の
多
く
は
イ
ラ
ン
国
立
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　
ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
東
側
に
位
置
す
る

神
殿
の
丘
（Tem

ple M
ount

）
は
ユ
ダ
ヤ
の
聖
地
で
あ
る
と
同
時
に

イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
地
ハ
ラ
ム=

シ
ャ
リ
ー
フ
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
に

伝
来
し
た
エ
ジ
プ
ト=

マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
の
文
書
群
ハ
ラ
ム=

シ
ャ

リ
ー
フ
文
書
の
な
か
に
ペ
ル
シ
ア
語
の
法
廷
文
書
・
行
政
文
書
も
数

十
件
含
ま
れ
て
お
り
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
か
ら
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
に
か
け

て
の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。そ
の
行
政
文
書
に
は
、

や
は
り
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ル=

ハ
ン
朝
～
ポ

ス
ト=

モ
ン
ゴ
ル
期
の
文
書
様
式
と
の
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
、
今

後
、
精
査
さ
れ
る
べ
き
史
料
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
文
書
史
料
は
神

殿
の
丘
に
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
美
術
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
以
外
に
、
個
別
の
モ
ン
ゴ
ル
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
が
世
界

中
に
点
在
し
て
い
る
。
テ
ヘ
ラ
ン
の
イ
ラ
ン
国
立
博
物
館
、
ヴ
ァ
テ

ィ
カ
ン
の
枢
機
文
書
館
（A

rchivio Segreto Vaticano

）、
パ
リ
の

国
立
文
書
館
（A

rchives N
ationales

）
に
は
、
イ
ル=

ハ
ン
の
発

給
し
た
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
が
数
点
ず
つ
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

テ
ヘ
ラ
ン
の
イ
ラ
ン
国
立
博
物
館
、イ
ラ
ン
国
立
文
書
館（Sāzm

ān-e 
A

snād-e M
ellī-ye Īrān

）、
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
ン
の
マ
テ
ナ
ダ
ラ
ン
文

書

館
（M

atenadaran / M
esrop M

ashtots Institute of A
ncient 

M
anuscripts

）、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
フ
リ
ー
ア
美
術
館
（Freer G

allery 
of A

rt

）
な
ど
に
は
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
も
し
く
は

数
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
枢
機
文
書
館

に
は
ラ
テ
ン
語
訳
の
イ
ル=

ハ
ン
お
よ
び
皇
妃
、
王
子
な
ど
の
書
簡

の
写
し
が
数
十
件
残
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

　
ま
た
、
現
物
の
文
書
史
料
以
外
に
、
編
纂
史
料
に
採
録
さ
れ
た
文

書
も
史
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ル

=
ハ
ン
朝
の
ガ
ザ
ン=

ハ
ン
、
ス
ル
タ
ー
ン=

オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
の
時

代
に
宰

ワ
ズ
ィ
ー
ル

相
で
あ
っ
た
ラ
シ
ー
ド=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン=

フ
ァ
ド
ル
ッ

ラ
ー=
ハ
マ
ダ
ー
ニ
ー
（R

ashīd al-D
īn Fadhl-A

llāh H
am

adānī

）

が
編
纂
し
た
『
歴
史
集
成
』（Jām

i‘ al-Taw
ārīkh

）
に
も
ペ
ル
シ
ア
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ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
（
四
日
市
）

語
訳
さ
れ
た
イ
ル=

ハ
ン
の
勅ヤ

ル
リ
グ令

が
数
通
採
録
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
ま
た
、

『
官
職
任
命
の
た
め
の
書
記
典
範
』（D

astūr al-K
ātib fī Ta‘yīn al-

M
arātib

）
を
は
じ
め
と
す
る
書
記
術
指
南
書
に
は
各
種
の
命
令
文
書

が
抄
録
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
さ
ら
に
は
、
外
交
文
書
と
し
て
送
付
さ
れ
た

文
書
が
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
中
に
も
採
録
さ
れ
て
い

る（
（1
（

。
　
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
に
関
し
て
は
、
ア
ベ
ル=

レ
ミ
ュ
ザ
（A
bel-

R
ém

usat

）
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
パ
リ
国
立
文
書
館
所
蔵
の
イ
ル=

ハ
ン
勅
書
や
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
枢
機
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
イ
ル=

ハ

ン
発
給
勅
書
な
ど
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
と
外
交
関
係
を
も
っ
た
西
欧
諸

国
に
文
書
史
料
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
外
交
文
書
史

料
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
関
係
史
研
究
に
利
用
さ
れ
て

き
た（
（1
（

。
ま
た
、
ポ
ー
ル=

ペ
リ
オ
（Paul Pelliot
）
に
よ
っ
て
イ
ラ

ン
国
立
博
物
館
に
も
数
通
の
イ
ル=

ハ
ン
発
令
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
が

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
モ
ン
ゴ
ル
政
権
と
地
域
社
会
や

宗
教
教
団
と
の
関
わ
り
を
知
る
史
料
と
さ
れ
て
き
た（
（1
（

。
一
方
で
ヘ
ー

ニ
ッ
シ
（E. H

aenisch

）、
ク
リ
ー
ブ
ス
（F. W

. C
leaves

）、
モ
ス

テ
ー
ル
（A

. M
ostaert

）、
リ
ゲ
チ
（L. Ligeti

）
な
ど
モ
ン
ゴ
ル
語

学
の
立
場
か
ら
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
文
書
研
究
の
一
環
と
し
て
モ
ン

ゴ
ル
発
令
様
式
の
集
成
、
校
訂
、
整
理
が
進
め
ら
れ
た（
（1
（

。
モ
ン
ゴ
ル

帝
国
～
元
朝
期
の
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
に
お
け
る
冒
頭
定
型
句
の
存
在

は
既
に
コ
ト
ヴ
ィ
ッ
ツ
（W

. K
otw

icz

） 

や
グ
レ
ゴ
リ
ー
エ
フ
（А

. 

П
. Григорьев

）
な
ど
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
小
野

浩
は
冒
頭
定
型
が
ラ
テ
ン
語
訳
文
書
な
ど
さ
ら
に
多
く
の
言
語
に
及

ぶ
共
通
性
を
持
つ
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
チ

ベ
ッ
ト
文
書
を
扱
っ
た
シ
ュ
ー
（Schuh

）
は
文
書
全
体
に
及
ぶ
共

通
構
造
の
存
在
を
指
摘
し
た
が
、
チ
ン
ゲ
ル
（Q

. Č
enggel

）
や
松

川
節
は
そ
の
共
通
構
造
が
漢
文
文
書
も
含
む
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
～
元
朝

期
の
共
通
文
書
様
式
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る（
（1
（

。

　
一
方
、モ
ン
ゴ
ル
期
以
後
の
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
に
関
す
る
研
究
は
、

ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
研
究
と
共
に
進
展
し
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
は
少
数
の
個
別
に
残
存
す
る
文
書
史
料
や
典

籍
に
採
録
さ
れ
た
命
令
文
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ（
（1
（

、
ペ
ル
シ
ア
語
文

書
学
と
し
て
ブ
ッ
セ
（H

. B
usse

）
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
ま
で
の
文

書
を
体
系
的
に
扱
い
、ガ
ー
エ
ム=

マ
ガ
ー
ミ
ー
（Q

āem
-M

aqām
ī

）

が
『
歴
史
文
書
学
序
論
』（M

oqaddam
eh-ye Bar-shenākhteh-ye 

Asnād-e Tārīkhī

）
を
刊
行
し
て
イ
ラ
ン=

イ
ス
ラ
ー
ム
文
書
全
般

を
扱
っ
た
が（
（2
（

、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
の
内
容
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な

る
に
つ
れ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
期
イ
ラ
ン
の
文
書
体
系
や
文
書
行
政
を
示

す
実
例
が
飛
躍
的
に
増
え
る
こ
と
と
な
る
。
イ
ラ
ン
革
命
後
の
混
乱

も
あ
っ
て
、
当
初
は
イ
ラ
ン
国
外
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
持

ち
出
さ
れ
た
文
書
写
真
を
手
掛
か
り
に
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
例
え

ば
、
法
廷
文
書
を
扱
っ
た
グ
ロ
ン
ケ
（M

. G
ronke

）、
行
政
文
書
を

扱
っ
た
ヘ
ル
マ
ン
（G

. H
errm

ann

）
の
研
究
が
あ
る（
（2
（

。
特
に
、
イ
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ル=
ハ
ン
朝
末
期
の
ス
ル
タ
ー
ン=

ア
ブ
ー=

サ
イ
ー
ド
（Sulṭān 

A
bū Sa‘īd

）
発
令
や
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン=

シ
ャ
イ
フ=

ウ
ヴ
ァ
イ
ス
（Sult ān Shaykh U

w
ays

）
発
令
の
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
・

ペ
ル
シ
ア
語
文
書
が
表
裏
に
あ
る
合
璧
文
書
に
関
し
て
デ
ル
フ
ァ
ー

と
ヘ
ル
マ
ン
が
共
同
で
発
表
し
た
一
連
の
研
究
は
、
イ
ル=

ハ
ン
朝

以
後
の
王
朝
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
語
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
文
書
行
政
が

相
互
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
イ
ラ
ン
の
多
言
語
文

書
行
政
の
解
明
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た（
（2
（

。
さ
ら
に
ヘ
ル
マ
ン
は

行
政
文
書
研
究
の
集
大
成
と
し
て
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
ペ
ル
シ
ア
語
文

書
』（Persische U

rkunden der M
ongolenzeit

）( PU
M
)

を
刊
行

し
た
が
、
こ
こ
に
は
ヘ
ル
マ
ン
が
ド
イ
ツ
に
持
ち
帰
っ
た
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
史
料
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
重
要
な
イ
ル
ハ
ン
朝
・
ポ
ス

ト=

イ
ル
ハ
ン
朝
期
行
政
文
書
が
二
八
点
収
録
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と

に
イ
ル
ハ
ン
朝
の
文
書
行
政
の
基
本
構
造
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
ソ
ウ
ダ
ヴ
ァ
ル
（A

. Soudavar
）
や
フ
ラ
グ

ナ
ー
（B

. Fragner

）
な
ど
に
よ
っ
て
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
研
究
の

成
果
を
内
包
し
た
モ
ン
ゴ
ル
期
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
様
式
が
提
唱
さ
れ

て
い
る（
（2
（

。

　
さ
ら
に
、
イ
ー
ラ
ジ
ュ=

ア
フ
シ
ャ
ー
ル
（Īraj A

fshār

）
や
エ

マ
ー
ド=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン=

シ
ャ
イ
フ=

ア
ル
ホ
キ
ャ
マ
ー
イ
ー

（‘Em
ād al-D

īn Sheykh al-H
okam

ā’ī

）
ら
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ダ
ビ

ー
ル
原
文
書
を
使
用
し
た
研
究
が
イ
ラ
ン
国
内
で
進
め
ら
れ
つ
つ
あ

る（
（2
（

。
特
に
シ
ャ
イ
フ=

ア
ル
ホ
キ
ャ
マ
ー
イ
ー
は
現
存
す
る
ア
ル
ダ

ビ
ー
ル
文
書
の
総
目
録
『
シ
ェ
イ
フ=

サ
フ
ィ
ー=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン

=

ア
ル
ダ
ビ
ー
リ
ー
廟
文
書
目
録
』（Fefrest-e Asnād-e Boqʻa-ye 

Sheykh Ṣafī al-D
īn Ardabīlī

）（FA
B

Ṣ

）
を
作
成
し
、
そ
れ
ま
で

部
分
的
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
の
全
体

像
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文

書
の
文
書
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
文
書
間
の
相
互
関
係
の
把
握
が
い

っ
そ
う
容
易
な
も
の
と
な
り
、
本
文
書
史
料
の
今
後
の
歴
史
研
究
へ

の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
筆
者
は
二
〇
〇
三
年
よ
り
継
続
し
て
イ
ラ
ン
国
立
博
物

館
で
モ
ン
ゴ
ル
語
・
ト
ル
コ
語
文
書
や
文
書
に
残
さ
れ
た
漢
字
印
印

影
の
研
究
の
た
め
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
の
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き

た
が
、
イ
ラ
ン
国
内
で
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
を
主
導
的
に
研
究
し
て

い
る
シ
ャ
イ
フ=

ア
ル
ホ
キ
ャ
マ
ー
イ
ー
の
全
面
的
な
協
力
に
よ

り
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
日
本
・
イ
ラ
ン
・
中
国
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
期
多
言
語
文
書
の
国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
織
さ
れ

た
。
前
述
の
よ
う
に
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
と
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
と
い

う
二
元
的
な
視
点
は
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、よ
り
巨
視
的
に
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
イ
グ
ル
文
書
や
中
国
の
漢
字

文
書
、
パ
ク
パ
字
文
書
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書

を
理
解
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
に
は
イ

ラ
ン
国
立
博
物
館
と
正
式
な
共
同
研
究
提
携
が
結
ば
れ
た
。
現
在
も
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史
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ン
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）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
継
続
中
で
あ
る
が
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
を
イ

ス
ラ
ー
ム
的
視
点
の
み
な
ら
ず
モ
ン
ゴ
ル
・
中
国
的
慣
習
も
含
む
ユ

ー
ラ
シ
ア
的
な
視
点
か
ら
も
捉
え
、
モ
ン
ゴ
ル
支
配
下
の
イ
ラ
ン
に

お
け
る
多
民
族
共
生
の
社
会
構
造
を
文
書
か
ら
再
構
築
す
る
試
み
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、「
モ
ン
ゴ
ル
統
治
下
イ
ラ
ン

に
お
け
る
多
言
語
文
書
と
多
民
族
社
会
」
と
題
す
る
論
集
が
刊
行
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
・
元
朝
な
ど
他
の
地
域

と
の
比
較
を
通
じ
て
文
書
研
究
・
歴
史
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
予
定
で

あ
る
。

三
．
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文
書
と
の
共
通
様
式

　
　

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
公
文
書
の
書
式
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
か
ら
元
朝
期
に
か
け
て
の
公
文
書
と
の
共
通
性
が

見
受
け
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
の
発
令
文
書
（
命

令
文
）
に
関
し
て
は
、
コ
ト
ヴ
ィ
ツ
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
エ
フ
、
シ
ュ
ー

な
ど
に
よ
っ
て
共
通
の
様
式
が
存
在
す
る
こ
と
が
早
く
か
ら
指
摘
さ

れ
て
き
た
が
、
と
り
わ
け
、
日
本
の
研
究
者
に
よ
っ
て
新
資
料
の
紹

介
お
よ
び
分
類
・
体
系
化
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
中
国
の
研
究
者
か

ら
も
新
資
料
の
紹
介
が
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
中
で
も
、
杉
山

正
明
は
各
言
語
の
モ
ン
ゴ
ル
時
代
発
令
文
を
集
成
・
分
類
し
て
そ
の

体
系
化
を
試
み
、
小
野
浩
は
特
に
冒
頭
句
の
比
較
に
よ
り
各
言
語
に

共
通
す
る
定
型
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
松
川
節
・

中
村
淳
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
初
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
発
令
形
式
が
元

朝
期
に
入
っ
て
定
型
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
指
摘
し
た（
（2
（

。
松
川
・
中
村

は
元
朝
期
以
後
の
定
型
を
「
大
元
ウ
ル
ス
書
式
」
と
呼
ん
で
い
る（
（2
（

。

イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
も
こ
れ
ら
の
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
が
、

イ
ル=

ハ
ン
朝
の
視
点
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
発
令
文
書
の
定
型
を
扱
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
一
連
の
研
究
動
向
は
あ
く
ま
で
も
元
朝
文
書

を
主
体
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
ペ
ル
シ
ア
語
編

纂
史
料
に
残
る
発
令
文
書
や
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
な
ど
原
文
書
の
研

究
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
が
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
期
発
令
文
書
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
か
研
究

を
お
こ
な
う
基
盤
が
整
っ
た
と
言
え
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
期
発
令
文
書
の
な
か
で
も
大
多
数
を
占
め
る
元
朝
期
発
令
文

書
は
特
に
定
型
化
が
進
ん
で
い
る
点
で
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
初
期
の
文
書

と
明
確
に
区
別
で
き
る
こ
と
か
ら
「
大
元
ウ
ル
ス
書
式
」
と
呼
ば
れ

る
が
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
様
式
が
「
大

元
ウ
ル
ス
書
式
」
の
直
接
の
影
響
を
受
け
た
も
の
な
の
か
、
或
い
は

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
か
ら
の
影
響
を
継
承
し
た
も
の
な
の
か
現
時
点
で

は
ま
だ
結
論
が
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
イ
ル
ハ
ン

朝
公
文
書
に
見
え
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
特
有
の
共
通
様
式
を
敢
え
て

「
大
元
ウ
ル
ス
書
式
」
と
い
う
語
を
使
用
せ
ず
、元
朝
（
大
元
ウ
ル
ス
）

も
含
め
た
形
で
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文
書
様
式
」
と
呼
ぶ
こ
と
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に
し
た
い
。

　
さ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文
書
様
式
に
は
、
要
所
要
所
に
お

け
る
定
型
表
現
が
含
ま
れ
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
書
の
持
つ
構

造
自
体
に
共
通
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
共

通
構
造
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
コ
ト
ヴ
ィ
ツ
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
エ

フ
、
チ
ン
ゲ
ル
な
ど
が
共
通
要
素
を
分
析
・
分
類
し
て
提
示
し
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
、
特
に
定
型
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
元
朝
期
の
モ

ン
ゴ
ル
語
文
書
・
漢
語
文
書
に
基
づ
い
て
整
理
を
お
こ
な
っ
た
松
川

一
九
九
五
に
基
づ
い
て
そ
の
構
造
を
提
示
し（
（2
（

、
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文

書
の
構
造
と
比
較
し
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
イ
ル=

ハ
ン
朝
公

文
書
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文
書
的
共
通
構
造
の
解
析
だ
け
を
目

的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
最
終
的
に
そ
れ
を
提
示
す
る
た
め

に
は
ア
ラ
ビ
ア
語
文
書
や
ト
ル
コ
語
文
書
を
も
含
む
様
々
な
パ
タ
ー

ン
の
文
書
の
解
析
に
よ
る
考
証
が
必
要
と
な
る
。
現
在
、
そ
れ
ら
の

研
究
は
小
野
浩
、
渡
部
良
子
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
途
上

で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
筆
者
の
構
造
案
を
示
す
の
み
に

と
ど
め
て
お
く
。
ま
た
、
元
朝
（
大
元
ウ
ル
ス
）
発
令
文
書
様
式
に

つ
い
て
も
、
比
較
の
た
め
、
松
川
一
九
九
五
に
基
づ
き
筆
者
が
再
構

成
を
お
こ
な
っ
た
も
の
を
提
示
し
て
お
く
。

元
朝
（
大
元
ウ
ル
ス
）
文
書
様
式（

※
松
川1995

に
基
づ
き
筆
者
が
再
構
成
）

(

Ａ) 

冒
頭
定
型  

（
一
）
権
限
付
与
　 （
二
）
発
令
者
名
と
発
令
様
式
宣
言
　
　 

(

Ｂ) 

本
文
（
発
令
内
容
）

（
三
）
通
知
先   （
四
）
正
当
性
の
表
示   

（
五
）
背
景
説
明 （
六
）
指
令
一   

（
七
）
発
令
対
象
者  （
八
）
指
令
二

（
九
）
威
嚇
文
言   *

（
一
〇
）
文
書
様
式
宣
言:

（
Ｃ
）
結
び
の
定
型

イ
ル=

ハ
ン
朝
の
公
文
書
様
式
の
構
造 

　

※
①
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
で
の
使
用
言
語
、
②
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
で
の
使
用
言
語

（
Ａ
）
冒
頭
定
型:  

①
モ
ン
ゴ
ル
語 / 

②
ト
ル
コ
語or

ア
ラ
ビ
ア
語/

ペ
ル

シ
ア
語（

一
）
権
限
付
与
（
上
級
権
威
の
表
示or

神
の
称
賛
） 

（
二
）
発
令
者
名
と
発
令
様
式
宣
言	 



（
Ｂ
）
本
文:  

①
モ
ン
ゴ
ル
語 / 

②
ペ
ル
シ
ア
語

（
三
）
通
知
先
（
命
令
の
波
及
範
囲
と
な
る
者
の
提
示
）

（
四
）
正
当
性
の
表
示

（
五
）
背
景
説
明: （
ａ
）過
去
の
状
況  （
ｂ
）現
在
の
状:

（
六
）
指
令
一
（
通
知
先
へ
の
命
令
内
容
）
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ユ
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史
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ら
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ハ
ン
朝
公
文
書
（
四
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）

（
七
）
発
令
対
象
者
（
権
限
付
与
先
の
名
と
権
限
付
与
／
文

書
発
給
の
事
実
を
提
示
）

（
八
）
指
令
二
（
発
令
対
象
者
へ
の
命
令
内
容
）

（
九
）
遵
守
の
確
認
（
威
嚇
文
言
）  

（
一
〇
）
文
書
様
式
宣
言: *

主
に
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
に
の
み
見
ら

れ
る 

(

Ｃ) 

結
び
の
定
型: 
①
モ
ン
ゴ
ル
語 / 

②
ア
ラ
ビ
ア
語

（
一
一
）
書
写
し
た
日
付:

（
一
二
）
書
写
し
た
場
所: 

（
一
三
）
神
の
称
賛:     *

主
に
イ
ル=
ハ
ン
朝
後
期
の
ペ
ル
シ
ア
語
文

書
に
見
ら
れ
る

以
上
の
よ
う
な
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
の
発
令
様
式
が
イ
ル=

ハ
ン
朝
公

文
書
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、い
く
つ
か
事
例
を
見
て
み
た
い
。

以
下
に
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
三
件
と
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
三
件
を
挙
げ

る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
は
い
ず
れ
も
君
主
で
あ
る
イ
ル=

ハ
ン
の
発

令
文
書
で
あ
り
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
は
ア
ミ
ー
ル
や
財

サ
ー
ヒ
ブ

 デ
ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
長
官
が

発
令
し
た
文
書
で
あ
る
。

事
例
１
：
ウ
シ
年
（1289A

D

）
ア
ル
グ
ン=

ハ
ン
発
令 

宝
璽
付
ウ

ゲ
文
書（
（2
（

（
Ａ-

一
）
01-

02:  

不
滅
な
る
天

テ
ン
グ
リの

力
に
お
い
て
、
大
ハ
ン
の

力
に
お
い
て
、

（
Ａ-

二
）
03:  

ア
ル
グ
ン
な
る
我
ら
（
朕
）
の
言ウ

ゲ葉
。

（
Ｂ-

三
）
04:  

イ
レ
ド=

ブ
ラ
ン
グIred B

uranγ (=

フ
ラ

ン
ス
王 R

oi de France)

に
。

（
Ｂ-

五
）
05-

17:  

昨
年
、
お
前
は
、
マ
ー
ル=

バ
ー
ル=

ソ

ウ
マ
（M

ar B
ar Saw

m
a

）
が
席
次
に
お
い
て
頭
目
と
な
る

使エ
ル
チ臣

た
ち
に
よ
っ
て
行
っ
て
派
遣
し
た
時
に
、「
イ
ル=

ハ

ン
の 

兵
た
ち
が 

ミ
ス
ル
（
エ
ジ
プ
ト
）
の
方
面
に
出
馬
す

る
な
ら
ば
、
我
ら
は
こ
ち
ら
か
ら
出
馬
し
て
協
力
し
よ
う
」

と
言
っ
て
き
て
、
お
前
が
派
遣
し
た
の
に
対
し
て
、〔
私
は
〕

賛
同
し
て
、「
天
を
祈
っ
て
、
ト
ラ
年
冬
の
終
わ
り
の
月
に

出
馬
し
て
春
の
は
じ
め
の
月
の
一
五
日
に
デ
ィ
マ
シ
ュ
ク

（
ダ
マ
ス
ク
ス
）
を 

攻
め
落
と
そ
う
」
と
言
っ
た
。

（
Ｂ-

六
＝
八
）
17-

28:  

今
、
真
実
が
そ
の
言
葉 

に
到
っ
て
、

そ
の
兵
た
ち
を
約
束
ど
お
り
に
派
遣
し
て
、
天
に
道
が
与
え

ら
れ
、
そ
れ
ら
の
民
を
得
た
な
ら
ば
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
を
お

前
に
与
え
よ
う
。
依
然
と
し
て
約
束
が
遅
れ
て
兵
た
ち
を
加

勢
さ
せ
る
な
ら
ば
何
が
よ
い
の
か
。
後
に
恐
れ
悔
い
る
な
ら

ば
、
何
の
益
が
〔
あ
ろ
う
か
〕。
ま
た
、
何
ら
か
の
言
葉
を

添
え
て
、
そ
の
使
臣
た
ち
に
よ
っ
て
、
翼
〔
の
速
さ
〕
で
疾

駆
さ
せ
て
、
フ
ラ
ン
ク
人
た
ち
の
地
の
貴
宝
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、

様
々
な
絢
爛
た
る
宝
石
を
与
え
て
派
遣
す
れ
ば
、
い
か
よ
う
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に
も
恩
賜
し
よ
う
。

（
Ｂ-
九
）
29-

31:  

天
の
力
を
、
大
ハ
ン
の
力
を
知
れ
、
と
言

っ
て
、
ム
ス
カ
レ
リ
（M

uskeril

）（=

ブ
ス
カ
レ
ッ
ロ=

デ

ィ=
ギ
ゾ
ル
フ
ィ
（B

uscarello de G
hizolfi

））
箭ホ

ル

チ

筒
士
を

派
遣
し
た
。

（
Ｂ-

一
〇
）
31:  
我
ら
（
朕
）
の
文ビ

チ
ク書

。

（
Ｃ-

一
一
、一
二
）
31-
34:  

ウ
シ
年
夏
の
は
じ
め
の
月
の
六
日

下
半
月
に
フ
ン
デ
レ
ン
に
い
る
と
き
に
書
い
た
。

〔
押
印
〕
10-

13: 

方
形
漢
字
朱
印 
「
輔
國
安
民
之
寶
」

24-

27: 

方
形
漢
字
朱
印 

「
輔
國
安
民
之
寶
」

31-

34: 

方
形
漢
字
朱
印 

「
輔
國
安
民
之
寶
」

事
例
２
： 701A

H

／
ト
ラ
年
（1302A

D

）
ガ
ザ
ン=

ハ
ン
発
令 

宝
璽
付
ウ
ゲ
文
書（
（2
（

（
Ａ-

二
）
01:  

ガ
ザ
ン
な
る
我
ら
（
朕
）
の
言ウ

ゲ葉
。

（
Ｂ-

三
）
02:  

〔
ロ
ー
マ
教
会
の
〕
教バ

ー
バ皇

に
。

（
Ｂ-

五
）
02-

06:   

以
前
、
ビ
ス
カ
ル
ン
（B

isqarun

）（= 
ブ

ス
カ
レ
ッ
ロ
）
に
よ
っ
て
、
お
前
た
ち
が
遣
し
た
提
示
、
良

き
言
葉
の
文ビ

チ
ク書

は
我
ら
の
も
と
に
達
し
た
。
そ
の
返
信
は
、

フ
フ
デ
イ
（K

ökedei

） 

駙フ
レ
エ
ン

馬
、
ブ
ス
カ
レ
ッ
ロ
、
ト
ゥ
メ

ン
（Tüm

en

）（=

ト
ン
マ
ー
ソ=

デ
ィ=

ア
ン
フ
ォ
ッ
シ

（Tom
m

aso de’A
nfossi

））
な
る
三
人
に
よ
っ
て
勅

ジ
ャ
ル
リ
グ書

を
遣

し
た
。

（
Ｂ-

六=

八
）
06:   

今
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
そ
の

と
お
り
に
準
備
し
て
い
よ
う
。

（
Ｂ-

五
）
07-

10:  

お
前
た
ち
は
そ
の
軍
を
整
治
し
て
、
民
を

そ
の
統ス

ル
タ
ー
ン

治
者
た
ち
に
派
遣
し
て
、
協
議
〔
の
取
り
決
め
〕
が

決
し
て
延
び
ず
、
天

テ
ン
グ
リを

祈
っ
て
大
事
を
完
全
に
ひ
と
つ
の
方

向
に
な
ら
せ
る
、と
言
っ
て
、彼
ら
サ
ダ
デ
ィ
ン（Sadadin

（=

サ
ァ
ド=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
（Sa‘d al-D

īn

）、
シ
ナ
ナ
ッ
デ
ィ

ン
（Sinanadin 

）（= Salāh al-D
īn?

）、
シ
ャ
ム
サ
ッ
デ
ィ

ン
（Sam

sadin

）（= 

シ
ャ
ム
ス=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
（Sham

s 
al-D

īn

））
を
派
遣
し
た
。

（
Ｂ-

六=

八
）
10-

12: 

お
前
た
ち
は
天

テ
ン
グ
リを

祈
っ
て
、
そ
の
軍
を

整
え
よ
。

　 

（
Ｂ-

一
〇
）
12:  

我
ら
（
朕
）
の
文ビ

チ
ク書

。

（
Ｃ-

一
一
、一
二
）
12-

14:  

〔
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
〕
七
〇
一
年
に
、

ト
ラ
年
春
の
最
後
の
月
の
一
四
日
に
、
ホ
ス=

ハ
ブ
グ
に
い

る
時
に
書
い
た
。

〔
押
印
〕
09-

10: 

方
形
漢
字
朱
印 

「
王
府
定
國
理
民
之
寶
」

13-

14: 

方
形
漢
字
朱
印 

「
王
府
定
國
理
民
之
寶
」

事
例
３
： 725A

H

／
ウ
シ
年
（1325A

D

）
ア
ブ
ー=

サ
イ
ー
ド
発

令 
宝
璽
付
ウ
ゲ
文
書（
（3
（

【
図
１
】
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ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
（
四
日
市
）

（
Ａ-

二
）
01:  

ブ
ー
サ
イ
ド
（B

usayid

）（
ア
ブ
ー=

サ
イ
ー
ド
）

=

バ
ー
ト
ル=

ハ
ン
（B

aγatur Q
an

）
な
る
我
ら
（
朕
）
の

言ウ

ゲ葉
。

（
Ｂ-

三
）
02-

06:  

ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
の
領
民
の
派ナ

ー
イ
ブ

遣
官
た
ち
、

徴モ
タ
サ
ッ
レ
フ

税
官
た
ち
、
文

ビ
チ
ェ
ー
チ

官
た
ち
に
。
バ
ル
ル
の
城
市
の
領ラ

ー
イ
ス主

、

長カ
ド
ホ
ダ
ー

老
た
ち
に
。
多
く
の
領
民
な
る
人
々
に
。

（
Ｂ-

五
）
07-

10:

　
こ
れ
以
前
、
そ
の
城
市
の
税
は
法
令
に
基

づ
い
て
金
貨
一
三
六
と
い
く
ら
か
で
あ
っ
た
。

（
Ｂ-

五
）
10-

12:  

誰
で
あ
ろ
う
と
、
道
理
無
く
自
身
の
所
有

と
な
し
て
い
る
。			




（
Ｂ-

七
）12-

14:  

今
、そ
の
城
市
を
チ
ャ
グ
ル
チ
ャ（C

hāghrchā

）

の
息
子 

ハ
サ
ン
（Ḥ

asan

）
に
委
ね
た
。

（
Ｂ-

六
）
14-

15:  

誰
で
あ
ろ
う
と
力
を
振
る
う
な
。

（
Ｂ-

八
）
15-

16:  

彼
ら
の
税
収
は
そ
の
者(

ハ
サ
ン)

が
保
有

し
て
い
る
よ
う
に
。	

（
Ｂ-

六
）
16-

18:  

大
財デ

ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
か
ら
支ハ

ヴ
ァ
ー
ラ

払
手
形
が
発
行
さ
れ
た

と
お
り
に
与
え
る
よ
う
に
。〔
皇
帝
の
〕
大
私エ

ム
チ
ュ

領
地
か
ら
は
、

何
人
た
り
と
も
支バ

ラ

ド

払
手
形
を
書
く
な
。

（
Ｂ-

一
〇
）
18-

19:  

我
ら
（
朕
）
の
文ビ

チ
ク書

。	
（
Ｃ-
一
一
、一
二
）
19-

24:  

〔
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
〕
七
二
五
年
、
ウ

シ
年
秋
の
最
初
の
月
の
九
日
、
下
半
月
に 

ウ
ー
ジ
ャ
ー
ン

に
い
る
と
き
に
書
い
た
。

図 1：ウシ年スルターン＝アブー＝サイード発令　ウゲ文書（勅
ヤルリグ

令文書）
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

〔
押
印
〕
07: 

方
形
ア
ラ
ビ
ア
文
字
金
印 

「
大
ス
ル
タ
ー
ン
ア
ブ
ー=

サ
イ
ー
ド
―
―
神
よ
、
彼
の
王
政
を
永
続
た
ら
し
め
よ
！
」

21-
22: 

方
形
ア
ラ
ビ
ア
文
字
金
印 

「
大
ス
ル
タ
ー
ン
ア
ブ

ー=
サ
イ
ー
ド
―
―
神
よ
、
彼
の
王
政
を
永
続
た
ら
し
め

よ
！
」

事
例
４
：691A

H

（1292A
D

）
重ア

ミ
ー
ル臣

バ
イ
ト
ミ
シ
（B

aytm
iš

）

発
令 

黒
印
付
ス
ズ
文
書（
（3
（

【
図
２
】

（
Ａ-

二
）
01:  

バ
イ
ト
ミ
シ
な
る
彼
の
命
令
（
言ス

ズ葉
）。    

　

（
Ｂ-

五
）
02-

07:  

我
ら
が
マ
ン
デ
ィ
ー
シ
ー
ン
村
に
私ミ

ル

ク

有
地

を
持
っ
て
い
る
持
ち
分
は
、
至
高
な
る
神
に
よ
っ
て
、
揺

る
ぎ
な
い
裁
定
に
よ
っ
て
、
辛
苦
な
る
処
罰
に
よ
っ
て
、
ア

ル
ダ
ビ
ー
ル
の
法

カ
ー
デ
ィ
ー官

た
ち
が
書
い
た
ワ
ク
フ
文
書
に
記
録
さ

れ
た
条
件
に
お
い
て
修
道
院
が
営
ま
れ
る
限
り
、
我
ら
が

寄ワ

ク

フ
進
財
と
な
し
て
い
る
。
こ
の
ワ
ク
フ
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に

至
る
旅
人
た
ち
、
隠
者
た
ち
、
よ
そ
者
た
ち
が
軽
食
を
と
り
、

休
養
を
し
、
通
行
す
る
た
め
に
。

（
Ｂ-

七
、八
）
07-

12:

　
男
女
の
隠
者
た
ち
が
そ
こ
に
宿
り
、

図 2：691AH  重
アミール

臣バイトミシ発令 

　　　スズ文書（黒
カラタムガ

印文書）
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ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
（
四
日
市
）

そ
の
手
で
人
々
に
祝
福
を
す
る
よ
う
に
望
ん
だ
の
で
、
そ
の

修
道
院
の
管
理
を
彼
女
に
託
し
た
。
修
道
院
が
設
立
さ
れ
る

限
り
は
、
そ
こ
に
至
る
全
て
の
隠
者
や
貧
者
が
休
養
し
、
至

高
な
る
神
へ
の
礼
拝
に
従
事
し
、
我
ら
を
慈
悲
深
き
祈
願
に

よ
っ
て
記
憶
し
、
そ
の
善
行
が
蓄
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 

（
Ｂ-

六
）
13-
15:  
マ
ン
デ
ィ
シ
ー
ン
村
の
農
夫
た
ち
よ
、　
我

ら
の
私
有
地
か
ら
の
特
別
な
収
穫
・
収
入
は
彼
ら
が
道
の
子

（
旅
人
）
た
ち
の
経
費
と
し
て
費
や
す
よ
う
に
隠
者
の
信
頼

す
る
者
た
ち
に
届
け
よ
。

（
Ｂ-

七
）
15: 

以
上
の
よ
う
に
施
行
す
る
。

（
Ｂ-

九
）
15: 

信
用
せ
よ
。 

（
Ｃ-

一
一
、一
二
）
16:  

〔
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
〕
六
〇
〇
と
九
一
年
の

祝
福
さ
れ
た
る
シ
ャ
ッ
ワ
ー
ル
月
の
五
日
に
書
い
た
。

〔
押
印
〕 

16: 

長
方
形
ウ
イ
グ
ル
字
モ
ン
ゴ
ル
語
黒
印
「
バ
イ
ト
ミ

シ
の
印

ベ
ル
ゲ

」

事
例
５
： 692A

H

（292A
D

）
財

サ
ー
ヒ
ブ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
長
官 

ア
フ
マ
ド
（A

ḥm
ad

）

発
令 

朱
印
付
ス
ズ
文
書（
（3
（

【
図
３
】

（
Ａ-

一
）
01 :  

イ
リ
ン
チ
ン=

ド
ル
ヂ
（[Irinčin D

o]-rǰi

）
な

る
彼
の
勅
令
（
仰ヤ

ル
リ
グせ

）
に
よ
っ
て
、	

（
Ａ-

一
）
02 :  

シ
ク
ト
ゥ
ル
（Šiktür

）、
ア
ク=

ブ
カ
（A

q 
B

uqa

）、
タ
ガ
チ
ャ
ル
（Taγačar

）
な
る
彼
ら
の
命
令

（
言ス

ズ葉
）
に
よ
っ
て
、

（
Ａ-

二
）
03:  

ア
フ
マ
ド
財サ

ー
ヒ
ブ
 
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
長
官
な
る
彼
の
命
令

（
言ス

ズ葉
）。		



（
Ｂ-

三
）
04:  

ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
の
総

バ
ー
ス
カ
ー
ク

管
た
ち
、
派ナ

ー
イ
ブ

遣
官
た
ち
、

徴モ
タ
サ
ッ
レ
フ

税
官
た
ち
は
以
下
の
よ
う
に
知
れ
。

　
　
　
　
　
　

（
Ｂ-

五
）
05-

08:  

耕
作
し
て
、
そ
の
収
穫
を
修
行
僧
や
来
訪

者
や
旅
人
の
食
費
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、
貧
者
を
援
助

す
る
修
道
場
に
対
し
て
寄ワ

ク

フ
進
財
と
な
し
た
。
大
ア
ミ
ー
ル
バ

イ
ト
ミ
シ=

ア
カ
に
所
属
す
る
そ
の
地
の
徴
税
区
の
う
ち
、

マ
ン
デ
ィ
ー
シ
ー
ン
村
は
今
、
か
く
の
ご
と
く
荒
れ
て
い
る
。

（
Ｂ-

五
）
08-

09: 

も
し
、
耕
作
す
る
よ
う
に
財デ

ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
か
ら
一
通

の
書
簡
を
送
っ
て
懐
柔
す
る
な
ら
ば
、
善
行
が
日
ご
と
増
す

幸
い
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
Ｂ-

七
）
09:  

以
下
の
よ
う
に
こ
の
書
簡
を
書
い
た
。

（
Ｂ-

六
）
09-

10: 

寄
進
財
を
お
こ
な
っ
た
全
て
を
確
定
す
る
。

邪
魔
や
面
倒
を
な
す
な
。
こ
の
村
に
要
求
を
す
る
な
。

（
Ｂ-

六
）
10-

12:  

耕
作
を
お
こ
な
い
、
そ
の
収
穫
を
往
来
す

る
人
々
や
托
鉢
僧
の
旅
費
に
し
て
、
そ
の
善
行
が
永
続
的
に

日
ご
と
増
す
幸
い
を
生
ず
る
よ
う
に
せ
よ
。
以
上
の
よ
う
に

お
こ
な
え
。

（
Ｃ
一
一
、一
二
）
12-

13:  

〔
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
〕
六
九
二
年
第
二
ジ

ュ
マ
ー
ダ
月
の
下
半
月
に
、
カ
ー
リ
ー
ズ
の
場
で
書
い
た
。
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

〔
押
印
〕
05-

06: 

方
形
漢
字
朱
印
「
行
戸
部
尚
書
印
」	

11-

12: 

方
形
漢
字
朱
印
「
行
戸
部
尚
書
印
」		


			




事
例
６
：700A

H

（1301A
D

）
重ア

ミ
ー
ル臣

タ
イ
フ
（Tayfu

）
発
令 

黒

印
付
ス
ズ
文
書（
（3
（

【
図
４
】

（
Ａ-

二
）
01:  

タ
イ
フ
な
る
彼
の
命
令
（
言ス

ズ葉
）。

（
Ｂ-

三
）
02-

03:  

カ
ン
ズ
ヴ
ァ
ー
ナ
ク
村
の
村ラ

イ
ー
ス長

と
民ラ

ァ
ー
ヤ
ー

た
ち

は
以
下
の
よ
う
に
知
り
お
け
。

（
Ｂ-

五
）
03-

04:  

彼
ら
が
来
て
、「
カ
ン
ズ
ヴ
ァ
ー
ナ
ク
村
は

イ
ク
タ
ー
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

（
Ｂ-

五
）
04-

06:  

今
、
偉
大
な
る
私イ

ン
ジ
ュ
ー

領
地
の
一
群
が
我
々
に

申
し
つ
け
ら
れ
た
の
で
、
勅

ホ
ク
メ

　ヤ
ル
リ
ー
グ

命
に
よ
っ
て
我
ら
が
ア
ル

ダ
ビ
ー
ル
州
を
取
り
調
べ
た
。

（
Ｂ-
五
）
6-

12:  

大
サ
ド
ル
な
る
シ
ャ
ム
ス=

ウ
ッ
デ
ィ
ー

ン=
ム
ハ
ン
マ
ド
（Sham

s al-D
īn M

uḥam
m

ad

）
と
シ

ャ
ラ
フ=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン=

ム
ハ
ン
マ
ド
（Sharaf al-D

īn 

図 3：692AH 財
サーヒブ  ディーワーン

務庁長官アフマド発令

　　　スズ文書（朱
アルタムガ

印文書）
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ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
（
四
日
市
）

M
aḥm

ūd

）
が
来
て
、
時
の
法コ

ッ

ザ

ー

ト

官
た
ち
に
押
印
さ
れ
た
イ
ス

ラ
ー
ム
聖
法
に
則
る
契カ

バ
ー
ル
ハ
ー

約
書
と
証

ホ
ッ
ジ
ャ
ト
ハ
ー

書
、
朱
印
付
き
勅

ヤ
ル
リ
グ
ハ
ー

書
、

王イ
ン
ジ
ュ
ー

領
地
の
知

ホ
ッ
カ
ー
ム事

で
あ
っ
た
大
ア
ミ
ー
ル
た
ち
の
文
書
、
則
令

の
持ア

ス

ハ

ー

ブ

ち
主
た
ち
の
文

ホ
ト
ゥ
ー
ト書

〔
に
よ
っ
て
〕、「
カ
ン
ズ
ヴ
ァ
ー
ナ

ク
村
の
文
書
の
裏
に
『
マ
ジ
ュ
ド=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
（M

ajd 
al-D

īn

）
と
シ
ャ
ラ
フ=

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
に
相
続
さ
れ
た
合

法
の
私メ

ル

ク
有
地
で
あ
っ
た
』
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
」
と
我
ら

に
申
し
述
べ
て
き
た
。

（
Ｂ-

五
）
12-

16:  

時
の
法コ

ッ
ザ
ー
ト

官
た
ち
は
注
意
し
て
取
り
調
べ
、「
彼

ら
の
合
法
の
私メ

ル

ク

有
地
で
あ
る
」
と
い
う
朱
印
付
き
勅ヤ

ル
リ
グ書

と

文マ
ク
ト
ゥ
ー
バ
ー
ト

書
を
与
え
、
彼
ら
に
定
め
、
現
在
ま
で
私メ

ル

ク

有
地
の
収

益
を
彼
ら
に
与
え
、
新
た
に
「
三
〇
年
間
或
る
者
に
所
有
さ

れ
て
い
る
私メ

ル

ク
有
地
は
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
定
ま
る
」
と
い
う

勅ホ
ク
メ

　ヤ
ル
リ
ー
グ

命

が
執
行
さ
れ
た
。

（
Ｂ-

七
）
17-

20:  

以
上
の
前
提
ゆ
え
に
、
我
ら
も
朱
印
付
き

勅ヤ
ル
リ
グ書

の
命
令
、
過
去
の
ア
ミ
ー
ル
た
ち
・
時
の
法コ

ッ
ザ
ー
ト

官
た
ち
の

文マ
ク
ト
ゥ
ー
バ
ー
ト

書
に
従
っ
て
、
考
究
さ
れ
た
後
、
今
後
こ
の
村
が
彼

ら
の
私メ

ル

ク
有
地
で
あ
る
と
見
な
す
よ
う
に
我
ら
は
こ
の
文
書
を

図 4：700AH 重
アミール

臣タイフ発令 

　　　スズ文書（黒
カラタムガ

印文書）
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

与
え
た
。

（
Ｂ-
六
）
20-

24:  

土マ

ー

レ

キ

ー

地
所
有
権
の
取
り
分
は
そ
の
州
の
慣
習

ど
お
り
に
彼
ら
に
至
ら
せ
よ
。
排
除
の
口
実
を
口
に
す
る
な
。

騒
乱
や
干
渉
を
求
め
る
な
。
彼
ら
の
言
っ
た
こ
と
か
ら
逸
脱

す
る
な
。

（
Ｂ-

九
）
23-
24:  
も
し
、
こ
れ
に
違
反
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

こ
と
が
真
実
で
あ
る
と
知
る
よ
う
に
問
責
の
展
示
場
に
置
か

れ
よ
う
。

（
Ｃ-

一
一
、一
二
）
24-

25:  
〔
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
〕
七
〇
〇
年
の
祝

福
さ
れ
た
る
シ
ャ
ァ
バ
ー
ン
月
に
。

〔
押
印
〕 

17:  

長
方
形
ウ
イ
グ
ル
字
モ
ン
ゴ
ル
語
黒
印
「
タ
イ
フ
の

印ベ
ル
ゲ」

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
文
書
の
事
例
を
見
て
み
る
と
、
イ

ル=

ハ
ン
の
発
令
し
た
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
に
関
し
て
は
、
構
造
的

に
も
か
な
り
元
朝
の
文
書
様
式
「
大
元
ウ
ル
ス
書
式
」
に
近
い
こ
と

が
わ
か
る
。
文
書
に
よ
っ
て
は
省
略
さ
れ
て
い
る
要
素
も
見
ら
れ
る

が
、
ほ
と
ん
ど
の
要
素
は
い
ず
れ
か
の
文
書
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
先
に
挙
げ
た
事
例
の
な
か
に
「（
Ｂ-

四
）
正
当
性
の
表
示
」

に
該
当
す
る
要
素
は
見
ら
れ
な
い
が
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
〇
五
年
／
ヘ

ビ
年
（1305C

E

）
ス
ル
タ
ー
ン=

オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
発
令
フ
ラ
ン
ス

王
宛
モ
ン
ゴ
ル
語
ウ
ゲ
文
書
の
第
12
～
19
行
に
は
、

天
の
力
に
よ
っ
て
、
私
が
偉
大
な
る
玉
座
に
座
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
先
に
良
き
祖
父
た
ち
、
良
き
父
、
良
き
兄
が
行
し
た
勅

ジ
ャ
ル
リ
グ

令
、

規ジ
ャ
サ
グ定

以
外
を
決
し
て
行
わ
ず
、
も
と
も
と
定
め
た
跡
を
、
先
の

良
き
者
た
ち
と
互
い
に
言
い
合
っ
た
こ
と
を
変
え
ず
、
誓
約
の

ご
と
く
考
え
て
、
以
前
か
ら
甚
だ
互
い
に
安
ん
じ
合
っ
て
、
使

臣
を
送
り
合
っ
て
い
こ
う
、
と
我
は
考
え
よ
う（
（3
（

。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、こ
の
部
分
が
大
元
ウ
ル
ス
書
式
の「（
Ｂ-

四
）

正
当
性
の
表
示
」
に
準
じ
る
要
素
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
構
成
要
素
の
順
序
は
必
ず
し
も
大
元
ウ
ル
ス

書
式
の
規
定
ど
お
り
で
は
な
い
も
の
の
、
か
な
り
の
部
分
で
類
似
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
に
関
し
て
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
と
比

べ
る
と
要
素
の
省
略
・
欠
落
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も

多
く
の
共
通
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
語
発
令
文

書
は
冒
頭
句
か
ら
結
尾
句
ま
で
一
貫
し
て
ウ
イ
グ
ル
文
字
モ
ン
ゴ
ル

語
で
書
か
れ
て
い
た
が
、
ペ
ル
シ
ア
語
発
令
文
書
は
（
Ａ
）
冒
頭
定

型
は
ト
ル
コ
語
か
ア
ラ
ビ
ア
語
、（
Ｂ
）
本
文
は
ペ
ル
シ
ア
語
、（
Ｃ
）

結
び
の
定
型
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い（
（3
（

。
そ
の

点
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文
書
の
構
造
は
意
識
し
て
文
書
に
反
映
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さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
定
型
と
な
る
箇
所
ご
と
に
言
語
が
使
い
分
け

ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
多
く
の
場
合
、
上
級
権
威
と
発
令
者
を
提

示
す
る
冒
頭
定
型
で
の
み
ト
ル
コ
語
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
発
令
者
と
な
る
重
臣
層
の
な
か
に
多
く
の
ト
ル

コ
系
ア
ミ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
極
め
て
興
味
深

い
。
当
然
、
発
令
様
式
（
＝
文
書
様
式
）
も
ト
ル
コ
語
で
表
現
さ
れ

て
お
り
、
イ
ル=

ハ
ン
は
「
ヤ
ル
リ
グ
」、
そ
れ
以
外
の
ア
ミ
ー
ル

た
ち
は
「
ス
ズ
」
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
と
比
較
す
る
と
概

し
て
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
の
ほ
う
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文
書
様
式

か
ら
見
て
崩
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
元
朝
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
語
文

書
と
漢
語
文
書
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
大
ハ
ン
を
頂
点
と
す
る

中
央
政
権
に
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文
書
様
式

を
保
っ
て
お
り
、
中
央
か
ら
離
れ
た
非
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
は
様
式
が

省
略
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
内
で
も
違
い

が
あ
り
、
一
般
に
上
級
権
威
に
近
い
文
書
ほ
ど
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発

令
文
書
様
式
に
準
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
詳
細
は
次
節
で
後
述
す
る

が
、
官
印
で
あ
る
朱

ア
ル
タ
ム
ガ

印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
文
書
は
（
Ａ
）
冒
頭
定

型
に
お
い
て
ほ
ぼ
全
て
の
要
素
を
備
え
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ

に
対
し
て
ア
ミ
ー
ル
の
個
人
印
で
あ
る
黒

カ
ラ
タ
ム
ガ

印
だ
け
が
押
印
さ
れ
て
い

る
文
書
で
は
「（
一
）
権
限
付
与 (

上
級
権
威
の
表
示
ま
た
は
神
の

称
賛)

」
が
省
略
さ
れ
、「（
二
）
発
令
者
名
と
発
令
様
式
宣
言
」
の

み
が
提
示
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
逆

に
考
え
る
と
、
松
川
一
九
九
五
が
「「
と
こ
し
え
の
天
の
力
に
」
と

い
う
表
現
は
単
な
る
祈
願
文
で
は
な
く
、
大
カ
ー
ン
と
皇
族
だ
け
が

使
用
し
得
る
権
威
の
象
徴
な
の
で
あ
り
、
冒
頭
形
式
は
大
元
ウ
ル
ス

に
お
け
る
権
威
の
序
列
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
と
同
様
の
こ
と
が
イ
ル=

ハ
ン
朝
で
も
言
え
る
こ
と
に

な
る（
（3
（

。
す
な
わ
ち
、
冒
頭
定
型
に
お
い
て
、「
イ
ル=

ハ
ン
の
仰ヤ

ル
リ
グせ

」

を
上
級
権
威
と
し
て
提
示
で
き
る
の
は
朱
印
を
押
印
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
た
高
位
の
大
ア
ミ
ー
ル
や
宰ワ

ズ
ィ
ー
ル

相
、
財サ

ー
ヒ
ブ

 デ
ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
長
官
の
発
令
文
書

の
み
で
あ
っ
て
、
一
般
の
ア
ミ
ー
ル
が
発
令
す
る
黒
印
文
書
で
は
そ

の
使
用
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
と
同

様
に
、
元
朝
で
は
皇
帝
と
皇
族
し
か
使
用
で
き
な
い
「
永
遠
な
る
天

の
力
に
お
い
て
…
」
と
い
う
文
言
も
イ
ル=

ハ
ン
の
発
令
文
書
に
し

か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（
（3
（

。
こ
こ
か
ら
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
様
々
な
立
場
か
ら
様
々
な
言
語

で
発
令
さ
れ
る
イ
ル
ハ
ン
朝
公
文
書
で
は
、発
令
者
の
身
分
が
高
く
、

発
令
様
式
が
上
級
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文

書
様
式
の
条
件
を
備
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
文
書
の
権
威
が
低

い
ほ
ど
、
様
式
の
省
略
が
可
能
で
あ
っ
た
。
で
は
、
そ
の
発
令
様
式

の
分
類
と
序
列
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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四
．
イ
ル=

ハ
ン
朝
に
お
け
る
発
令
様
式
の
分
類
と
序
列

　
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
の
発
令
文
書
様
式
の
特

徴
の
ひ
と
つ
に
、
定
型
表
現
に
よ
る
権
威
の
序
列
の
提
示
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
は
上
級
権
威
の
提
示
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
以
前
に
発
令
様
式
自
体
に
厳
格
な
序
列
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
元
々
は
中
国
王
朝
に
お
け
る
漢
語
文
書
様
式
か
ら
の

影
響
で
あ
り
、
元
朝
に
お
い
て
は
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
発
令
様
式
の

序
列
の
前
提
と
し
て
、漢
語
に
よ
る
発
令
様
式
の
序
列
が
存
在
す
る
。

す
な
わ
ち
、
皇
帝
に
よ
る
「
聖
旨
」、
皇
后
に
よ
る
「
懿
旨
」、
皇
族

に
よ
る
「
令
旨
」、
高
官
や
駙
馬
に
よ
る
「
鈞
旨
」、
帝
師
・
国
師
に

よ
る
「
法
旨
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
漢
語
の
発
令
様
式
は
必
ず
し

も
文
書
内
容
が
漢
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
が
、
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文
書
様
式
が
伝
統
中
国
的
な
漢
文
文
書
様
式
の

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
発
令
様
式
分

類
は
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
に
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
漢
語
に
対
応
す
る

モ
ン
ゴ
ル
語
は
「
聖
旨
」
が
「
ジ
ャ
ル
リ
グ
」（ǰarliγ

）、「
懿
旨
」

は
「
イ
ジ
」（’iǰi

）、「
令
旨
」
は
「
リ
ン
ジ
」（lingǰi

）
も
し
く
は
、

「
法
旨
」
が
「
フ
ァ
ジ
」（faǰi

）
で
あ
る
。「
ジ
ャ
ル
リ
グ
」
と
「
ウ

ゲ
」
以
外
は
漢
字
の
音
写
で
あ
り
、
も
と
も
と
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
ジ

ャ
ル
リ
グ
と
ウ
ゲ
の
区
別
し
か
無
か
っ
た
と
こ
ろ
に「
懿
旨
」（
イ
ジ
）

や
「
法
旨
」（
フ
ァ
ジ
）
が
元
朝
期
以
後
に
入
っ
て
き
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
他
方
、イ
ル=

ハ
ン
朝
で
は
「
ジ
ャ
ル
リ
グ
」（ǰarliγ

）、

「
ヤ
ル
リ
グ
」（yarliγ

）（
仰
せ
）
と
「
ウ
ゲ
」（üge

）、「
ス
ズ
」（söz

）

（
言
葉
）
の
区
別
は
見
ら
れ
る
が
、「
イ
ジ
」（
懿
旨
）
や
「
フ
ァ
ジ
」（
法

旨
）
な
ど
の
区
別
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
元
朝
期
よ
り
も
む
し

ろ
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
初
期
の
文
書
様
式
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
見
ら

れ
る（
（3
（

。

　
加
え
て
イ
ル=

ハ
ン
朝
で
特
徴
的
な
の
は
、
文
書
発
令
に
使
用

さ
れ
る
諸
言
語
自
体
に
権
威
序
列
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
君
主
で
あ
る
イ
ル=

ハ
ン
が
発
令
す
る
場

合
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国=

元
朝
の
皇
帝
（
ハ
ー
ン
／
大
ハ
ン
）
だ
け
が

使
用
で
き
る
「
ジ
ャ
ル
リ
グ
」（
勅
令
／
仰
せ
）
を
使
用
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
現
存
す
る
イ
ル=

ハ
ン
の
勅
書

で
発
令
様
式
が
確
認
で
き
る
も
の
は
全
て
「
ウ
ゲ
」（
命
令
／
言
葉
）

で
あ
り
、
ジ
ャ
ル
リ
グ
を
発
令
し
た
事
例
は
ひ
と
つ
も
見
ら
れ
な

い
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
全
体
で
見
た
場
合
は
、
イ
ル=

ハ
ン
と
い
え
ど

も
あ
く
ま
で
も
諸
王
／
王
子
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
語
発
令
文
書
の
冒
頭
定
型
句
に
お
い
て
は
、

（
イ
ル=

ハ
ン
の
）「
ヤ
ル
リ
グ
（yarligh

）
に
よ
っ
て
」
と
は
っ
き

り
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
編
纂
史
料
に
お
い
て
も
イ
ル=

ハ
ン
の

勅
令
が
「
仰ヤ

ル
リ
グせ

」yarlīgh

と
呼
称
さ
れ
る
の
は
珍
し
く
な
い
。
た

だ
し
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「
仰

ジ
ャ
ル
リ
グ

せ
」（ǰarliγ

）
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
ト
ル
コ
語
のyarliγ

か
ら
音
写
さ
れ
た
「
仰ヤ

ル
リ
グせ

」（yarlīgh

）
で
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あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ル=

ハ
ン
は
発
令
様
式
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
語

の
「
仰

ジ
ャ
ル
リ
グ

せ
」（ǰarliγ

）
を
使
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

ト
ル
コ
語
の
「
仰ヤ

ル
リ
グせ

」（yarlīgh

）
を
使
用
す
る
分
に
は
何
も
問
題

視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ト
ル
コ
語

由
来
の
「
仰ヤ

ル
リ
グせ

」（yarlīgh

）
が
モ
ン
ゴ
ル
語
に
訳
さ
れ
る
場
合
は
、

「
仰

ジ
ャ
ル
リ
グ

せ
」（ǰarliγ

）
で
は
な
く
、そ
の
下
位
に
あ
た
る
「
言ウ

ゲ葉
」（üge

）

が
使
用
さ
れ
た
。
ト
ル
コ
語
の
「
仰ヤ

ル
リ
グせ

」（yarliγ

）
は
言
語
学
的

に
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「
仰

ジ
ャ
ル
リ
グ

せ
」（ǰarliγ

）
に
対
応
す
る
言
葉
で
あ
る

が
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
発
令
文
に
お
け
る
権
威
序
列
で
は
同
列
で
は

な
く
、「
言ウ

ゲ葉
」（üge

）
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
発

令
言
語
と
し
て
ト
ル
コ
語
は
モ
ン
ゴ
ル
語
よ
り
も
一
ラ
ン
ク
下
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ル=

ハ
ン

が
発
令
様
式
と
し
て
使
用
し
た
「
仰ヤ

ル
リ
グせ

」（yarlīgh
）
は
モ
ン
ゴ
ル

帝
国
の
皇
帝
（
ハ
ー
ン
／
大
ハ
ン
）
の
み
が
使
用
で
き
る
「
仰

ジ
ャ
ル
リ
グ

せ
」

（ǰarliγ

）
よ
り
も
格
下
の
様
式
で
あ
っ
て
、
王
族
と
さ
れ
た
イ
ル=

ハ
ン
が
使
用
し
て
も
何
ら
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
同
様

に
、
ア
ミ
ー
ル
や
宰

ワ
ズ
ィ
ー
ル

相
、
財サ

ー
ヒ
ブ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
長
官
が
発
令
様
式
と
し
て
使
用
し

て
い
た
ト
ル
コ
語
（söz

）
由
来
の
「
言ス

ズ葉
」（sūz

）
は
発
令
様
式

の
権
威
序
列
で
は
モ
ン
ゴ
ル
語
の
「
言ウ

ゲ葉
」（üge

）
と
同
列
で
は
な

く
、
そ
れ
よ
り
も
一
ラ
ン
ク
下
の
発
令
様
式
で
あ
っ
た（
（3
（

。
な
お
、
特

に
ガ
ザ
ン=

ハ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
宗
以
前
の
イ
ル=

ハ
ン
朝
に
お

い
て
法
廷
文
書
を
含
ま
な
い
公
文
書
の
発
令
様
式
が
ペ
ル
シ
ア
語
・

ア
ラ
ビ
ア
語
で
宣
言
さ
れ
て
い
る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
体
が

「
仰ヤ

ル
リ
グせ

」（yarlīgh

（yarliγ

））
と
「
言ス

ズ葉
」（sūz （söz

））
と
い
う
ト

ル
コ
語
か
ら
の
借
用
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
よ
り
は
格

下
と
は
い
え
、
ペ
ル
シ
ア
語
に
対
す
る
上
級
権
威
と
し
て
ト
ル
コ
語

が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。

イ
ル=

ハ
ン
朝
後
期
に
な
る
と
、
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
語
・
ト
ル
コ

語
・
ペ
ル
シ
ア
語
の
権
威
序
列
に
ア
ラ
ビ
ア
語
が
入
っ
て
く
る
よ
う

に
な
る
。
最
高
権
威
で
あ
る
「
天

テ
ン
グ
リ」

に
代
わ
っ
て
「
神

ア
ッ
ラ
ー」

が
使
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
同
時
期
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
文
書
に

お
い
て
は
、
冒
頭
定
型
に
お
け
る
上
級
権
威
と
し
て
イ
ル=

ハ
ン
の

「
仰ヤ

ル
リ
グせ

」（yarlīgh

）
や
大
ア
ミ
ー
ル
の
「
言ス

ズ葉
」（sūz

）
が
ト
ル
コ

語
で
提
示
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
最
高
権
威
と
し
て
「
神
」
を
冠
し

た
祈
願
句
が
ア
ラ
ビ
ア
語
ま
た
は
ペ
ル
シ
ア
語
で
提
示
さ
れ
、「
勅

令
」
を
表
す
発
令
様
式
と
し
て
「
フ
ァ
ル
マ
ー
ン
」（farm

ān

）
が
「
ヤ

ル
リ
グ
」（yarlīgh

）
と
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
そ
れ

ま
で
言
語
の
権
威
序
列
で
最
高
位
で
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
に
代
わ
っ

て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
以
上
の
分
類
と
序
列
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

[
発
令
様
式
に
よ
る
分
類]

・üge 
（
命
令/

言
葉
）
／ yarlīgh

（
勅
令/

仰
せ
）
／ farm

ān

（
勅

令
）
…

　
君
主
の
発
令
文
書
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・sūz 

（
命
令/

言
葉
）	

　		   		





…
　
宰
相
、
重
臣
の
発
令
文
書

　［
モ
ン
ゴ
ル
語
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  üge

（
命
令/

言
葉
）

　［
ト
ル
コ
語
］　
　yarlīgh

（
勅
令/

仰
せ
）　sūz

（
命
令/

言
葉
）

　［
ペ
ル
シ
ア
語
］　farm

ān

（
勅
令
）	  



※
参
考
：
元
朝
の
発
令
様
式

　［
モ
ン
ゴ
ル
語
］	 ǰarliγ

（
勅
令/
仰
せ
）   

　üge

（
命
令/

言
葉
）

　［
漢
語
］　
　
　
　
聖
旨
（
皇
帝
の
勅
令
） 

　
令
旨
（
王
族
の
命
令
）

　
　
　
　
　
法
旨（
帝
師
の
命
令
）　

　
鈞
旨（
駙
馬/

重
臣
の
命
令
）

［
言
語
上
の
対
応
関
係
］

　

ǰarliγ   （
Ｍ
）＝yarlīgh

（
Ｔ
）＝farm

ān

（
Ｐ
）＝
聖
旨（
Ｃ
）※
勅
令

　

üge 　
（
Ｍ
）＝sūz

（
Ｔ
） 		     




　 

＝ 

令
旨（
Ｃ
）

※
言
葉/
命
令

［
実
際
の
対
応
関
係
］

　

ǰarliγ   （
Ｍ
）  			   






　
　
＝ 

聖
旨（
Ｃ
）

※
皇
帝（
ハ
ー
ン
）の
勅
令

　

üge 　
（
Ｍ
）＝yarlīgh

（
Ｔ
）＝farm

ān （
Ｐ
）＝ 

令
旨（
Ｃ
）

※
王
族（
含
イ
ル=

ハ
ン
）の
命
令

  

　
　
　
　
　
　sūz

（
Ｔ
）  

　
　
　
　
　
　
　   

＝ 

鈞
旨（
Ｃ
）

※
宰
相
、
重
臣
の
命
令

五
．
印
章
制
度
と
文
書
行
政

　

　
前
節
で
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文
書
の
権
威
序
列
を
表
す
事
例

と
し
て
文
書
の
発
令
様
式
お
よ
び
そ
の
上
級
権
威
の
提
示
に
つ
い
て

言
及
し
た
が
、
同
様
に
、
発
令
文
書
の
権
威
と
序
列
を
象
徴
す
る
機

能
を
果
た
し
て
い
た
の
が
、
文
書
に
押
印
さ
れ
た
印
章
で
あ
る
。
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
や
元
朝
で
も
伝
統
中
国
王
朝
的
な
印
章
シ
ス
テ
ム
が
採

用
さ
れ
、
文
書
行
政
の
な
か
で
文
書
の
真
偽
と
効
力
・
権
威
を
保
障

す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
元
朝
下
で
は
印
章

の
刻
文
に
パ
ク
パ
字
が
採
用
さ
れ
た
り
、花
押
に
代
わ
っ
て
花
押
印
・

黒
印
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
独
自
の
ス

タ
イ
ル
も
取
り
込
ま
れ
つ
つ
発
展
し
た（
（4
（

。
同
様
に
イ
ル=

ハ
ン
朝
で

も
、
伝
統
中
国
的
な
印
章
シ
ス
テ
ム
の
影
響
を
受
け
た
形
で
宝
璽
・

官
印
が
使
用
さ
れ
た
一
方
で
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
独
自
の
印
章
制
度
が

展
開
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る（
（4
（

。
と
は
い
え
、
モ
ン
ゴ
ル
政
権
の
支

配
と
共
に
イ
ラ
ン=

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
文
書
行
政
上
に
突
如
現
れ

た
中
国
的
印
章
制
度
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
、
イ
ル

=

ハ
ン
朝
の
登
場
以
後
、
一
世
紀
以
上
に
わ
た
り
中
国
的
な
方
形
朱

印
や
方
形
黒
印
が
使
用
さ
れ
、
そ
れ
以
後
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
イ
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ラ
ン
独
自
の
印
章
制
度
と
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
は
中
国
か

ら
印
章
制
度
を
受
容
し
た
ト
ル
コ
系
国
家
や
遊
牧
部
族
で
使
用
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
成
立
に
前
後
し
て
文
字
と
共
に

モ
ン
ゴ
ル
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
モ
ン
ゴ

ル
に
ウ
イ
グ
ル
文
字
を
定
着
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
伝
承
さ
れ

る
タ
タ
ト
ン
ガ
（
塔
塔
統
阿
）
が
仕
え
て
い
た
ナ
イ
マ
ン=

ハ
ン
国

で
印
章
を
掌
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
モ
ン
ゴ
ル
に
伝
え
た
と
い
う
逸
話

に
象
徴
的
で
あ
る（
（4
（

。
中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ラ
ン
方
面
へ
の
中
国
的
印
章

の
伝
播
の
時
期
に
関
し
て
は
、『
世
界
征
服
者
の
歴
史
』（Tārīkh-i 

Jahāngushā

）
を
紐
解
く
と
、
チ
ン
ギ
ス=

ハ
ン
（Č

inggis Q
an

）

が
ホ
ラ
ズ
ム
へ
遠
征
を
お
こ
な
い
、
ホ
ラ
ズ
ム
領
内
か
ら
イ
ラ
ン

に
か
け
て
の
諸
都
市
が
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
際
に

朱ア
ル
=
タ
ム
ガ

印
の
押
印
さ
れ
た
文
書
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
記
述
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

ジ
ェ
ベ
（Y

im
ah

（Jebe

））
は
彼
ら
に
「
反
抗
や
敵
意
を
あ
ら

わ
す
こ
と
を
避
け
よ
。
モ
ン
ゴ
ル
人
や
使

ラ
ス
ー
リ
ー

者
が
到
着
す
る
時
は

常
に
歓
待
せ
よ
。
城
壁
が
堅
固
で
民
衆
が
多
い
か
ら
と
い
っ
て

家
財
一
切
が
守
ら
れ
る
と
は
ゆ
め
ゆ
め
思
う
な
」
と
勧
告
を
し

た
。
そ
の
証
と
し
て
朱

ア
ル
タ
ム
ガ

印
の
押
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
文
書（khatt-i 

U
ygūrī-yi āl-tam

ghā

）
が
与
え
ら
れ
た
。
チ
ン
ギ
ス=

ハ
ン

の
勅ヤ

ル
リ
グ令

か
ら
写
し
（
執
把
聖
旨
）
が
与
え
ら
れ
た
。
内
容
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
：「
多
く
の
ア
ミ
ー
ル
た
ち
、
有ボ

ゾ
ル
グ
タ
ラ
ー
ン

力
者
た
ち
、

領ラ
イ
ー
ヤ
ト

民
た
ち
は
次
の
よ
う
に
知
れ
、
…
。
私
は
太
陽
が
昇
る
地
よ

り
沈
む
地
ま
で
全
て
の
地
表
を
お
前
た
ち
に
与
え
る
。
服イ

ル従
し

て
い
る
者
は
す
べ
て
自
身
と
妻
た
ち
、
息
子
た
ち
、
民
衆
に
祝

福
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
服
従
し
な
い
者
は
す
べ
て
妻
た
ち
、
息

子
た
ち
、
親
族
た
ち
共
々
滅
び
去
る
だ
ろ
う
。」
こ
の
よ
う
に

書
簡
が
書
か
れ
た（
（4
（

。

タ
ブ
リ
ー
ズ
を
服イ

ル従
さ
せ
、
マ
ラ
ー
ガ
と
ナ
フ
チ
ェ
ヴ
ァ
ー
ン

を
〔
服イ

ル従
さ
せ
た
〕。
そ
の
地
域
で
徹
底
的
に
殺
戮
を
お
こ
な

っ
た
。
ア
タ
ー
ベ
ク=

ハ
ー
ム
ー
シ
ュ
（Aṭā Bik H

ām
ūsh

）

は
服イ

ル
従
者
と
し
て
進
み
出
た
の
で
、
彼
に
朱

ア
ル
タ
ム
ガ

印
の
押
さ
れ
た
紙

（
文
書
）（kāghadh w

a āl-tam
ghā

）
を
与
え
た
。
そ
こ
か
ら

ア
ッ
ラ
ー
ン
に
行
っ
た（
（4
（

。

あ
ら
ゆ
る
地
が
服イ

リ
ー従

を
受
け
入
れ
、
証

ニ
シ
ャ
ンと

し
て
管シ

ャ
フ
ナ

民
官
が

朱ア
ル
タ
ム
ガ

印
（āl-tam

ghā

）
と
と
も
に
配
さ
れ
た
。
進
軍
し
て
、〔
服

従
を
〕
拒
絶
し
た
地
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
い
か
に
容
易
く

占
領
し
、
容
易
く
破
壊
で
き
る
地
で
あ
っ
て
も
容
赦
し
な
か
っ

た（
（4
（

。

こ
の
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
将
軍
た
ち
は
朱
印
と
書
記
を
随
行
さ
せ
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て
征
服
し
た
地
域
で
朱
印
文
書
を
発
給
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残

り
、
ま
た
、
征
服
し
た
都
市
に
配
さ
れ
た
管シ

ャ
フ
ナ

民
官
が
朱

ア
ル
タ
ム
ガ

印
を
有
し
て

い
た
こ
と
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
、
朱

ア
ル
タ
ム
ガ

印
が
中
央
ア
ジ
ア
・
イ
ラ
ン
の

都
市
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
イ
ル=

ハ
ン
朝
で
も
継
続
し
て
使
用

さ
れ
た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
上
述
の
史
料
に
（“khatt-i 

U
ygūrī-yi āl-tam

ghā”
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
直
訳
す
る
と
「
朱
印
の

ウ
イ
グ
ル
の
文
字
」
で
あ
る
が
、
事
実
上
の
意
味
は
「
朱
印
の
押
さ

れ
た
ウ
イ
グ
ル
文
の
文
書
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
記
録
が
た
だ
ち
に
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
朱
印
が
イ
ラ
ン
に
も
た
ら

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ヴ
ァ
テ
ィ

カ
ン
に
印
影
が
現
存
す
る
グ
ユ
ク=

ハ
ン
（G
üyük Q

an

）
の
宝
璽

が
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
朱
印
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
述
の
朱
印
が
ウ
イ

グ
ル
文
字
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
想
定
で
き
る
が（
（4
（

、
漢
字
印
で

あ
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
印
影
が
現
存
す
る

イ
ル=

ハ
ン
朝
の
方
形
朱
印
は
、
特
に
一
四
世
紀
初
期
ま
で
の
も
の

の
ほ
ぼ
全
て
が
漢
字
印
だ
か
ら
で
あ
る
。
強
大
な
皇
帝
権
力
を
有
し

た
最
後
の
イ
ル=

ハ
ン
で
あ
る
ア
ブ
ー=

サ
イ
ー
ド
期
以
後
に
作
製

さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
朱
印
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
刻

文
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
逆
に
ア
ブ
ー=

サ
イ
ー
ド
よ
り
前
の

時
代
の
朱
印
に
は
漢
字
印
以
外
の
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
印
影
が
現
存
し
て
い
る
漢
字
印
・
漢
語
印
に
は
以
下
の
も
の
あ

る
。

イ
ル=

ハ
ン
朝
文
書
に
印
影
が
現
存
す
る
漢
語
印

　
　
　
印
銘		



　
　
　
時
代	

　 

文
書
の
言
語

	

所
有
者

　
①
「
輔
國
安
民
之
寶
」　	

　
　
一
三
世
紀
後
半

　
モ
ン
ゴ
ル
語

　	

皇
帝A

baqa

、
皇
帝A

rugun

　
②
「
王
府
定
國
理
民
之
寶
」	

　
　
一
四
世
紀
初

　
　
モ
ン
ゴ
ル
語

	

皇
帝G

azan

　
③
「
眞
命
皇
帝
天
順
萬
事
之
寶
」
一
四
世
紀
前
半

　
モ
ン
ゴ
ル
語

  	

皇
帝Ö

lǰeitü

、
皇
帝A

bū Sa‘īd

　
④
「
樞
密
副
使
之
印
」	

　
　
一
四
世
紀
初
？

　
モ
ン
ゴ
ル
語

	

重
臣Bolad

（Ö
lǰeitü

廷
第
三
位
）or Čoban 

　（Ö
lǰeitü

廷
第
二
位
）

　
⑤
「
行
戸
部
尚
書
印
」　	

　
　
一
三
世
紀
末

　
　
ペ
ル
シ
ア
語

　	

長
官A

ḥm
ad

　
⑥
「
王
府
之
印
」　

　
　
　	

　
　
一
四
世
紀
初

　
　
ペ
ル
シ
ア
語

　	

宰
相Sa‘d al-D

īn

　
⑦
「
右
樞
密
使
之
印
」　	

　
　
一
四
世
紀
初

　
　
ペ
ル
シ
ア
語

　	

重
臣Q

utlugh Shāh

（Ö
lǰeitü

廷
第
一
位
）

　
⑧
「
總
管
隠
院
之
印
」　	

　
　
一
四
世
紀
前
半

　
ペ
ル
シ
ア
語

　	

重
臣Ḥ

usayn

（Ö
lǰeitü

廷
第
四
位
）

　
⑨
「
翊
國
公
印
」（
パ
ク
パ
字
）　
一
四
世
紀
前
半

　
ペ
ル
シ
ア
語

　	
重
臣Č

oban

（A
bū Sa‘īd

廷
第
一
位
）



－  280  －－  281  －

ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
（
四
日
市
）

こ
れ
ら
の
朱
印
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
簡
述
す

る
に
と
ど
め
る
が（
（4
（

、
そ
の
刻
文
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
「
行
戸
部
尚
書

之
印
」、「
王
府
之
印
」、「
枢
密
副
使
之
印
」
な
ど
一
部
の
官
職
名
は

明
ら
か
に
元
朝
の
官
僚
機
構
内
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
漢
字
印
が
ど
の
時
代
に
イ
ル=

ハ
ン
朝
に
導
入
さ
れ
た
の
か
確
か

め
る
術
は
な
い
が
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
分
裂
後
の
四
ハ
ン
国
の
な
か
で

も
元
朝
と
イ
ル=

ハ
ン
朝
は
良
好
な
通
行
関
係
を
維
持
し
て
お
り
、

元
朝
か
ら
歴
代
イ
ル=

ハ
ン
に
は
降
嫁
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
新

た
な
イ
ル=

ハ
ン
が
即
位
し
た
際
に
は
元
朝
か
ら
即
位
を
認
め
る
勅

書
と
礼
物
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
暦
や
印
章
も
含
ま
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
漢
字
朱
印
の
い
く
つ
か
は
直
接
元

朝
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
後
述
す
る
よ

う
に
、
イ
ル=

ハ
ン
の
み
な
ら
ず
そ
の
勲
臣
に
対
し
て
も
元
朝
か
ら

印
章
が
賜
与
さ
れ
た
事
例
が
一
度
な
ら
ず
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
印
章
制
度
が
元
朝
下
の
中
国
的

印
章
制
度
の
影
響
を
多
大
に
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、そ
の
制
度
が
そ
の
ま
ま
受
容
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

ま
ず
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
印
章
制
度
は
元
朝
の
よ
う
に
官
僚
機
構
全

体
に
わ
た
っ
て
配
備
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
印
章
の
所
有
者
は
ご

く
限
ら
れ
た
者
だ
け
で
あ
っ
た
。
公
印
（
皇
帝
宝
璽
、
王
公
印
、
官

印
）
に
あ
た
る
朱
印
を
所
有
で
き
た
の
は
、
皇
帝
で
あ
る
イ
ル=

ハ

ン
以
外
で
は
官
僚
機
構
の
長
官
職
で
あ
っ
た
宰ワ

ズ
ィ
ー
ル

相
と
財サ

ー
ヒ
ブ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
長
官

の
み
で
あ
っ
た
が
、
歴
代
の
全
て
の
受
任
者
が
朱
印
を
所
有
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た（
（4
（

。
ま
た
、
少
な
く
と
も
ス
ル
タ
ー
ン=

オ
ル

ジ
ェ
イ
ト
朝
以
降
に
は
、
彼
ら
に
加
え
て
高
位
の
大
ア
ミ
ー
ル
も
朱

印
を
所
有
し
て
朱
印
文
書
を
発
給
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
現
在
朱
印

の
所
有
が
確
認
で
き
る
の
は
序
列
第
四
位
以
上
の
大
ア
ミ
ー
ル
だ
け

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
一
般
の
ア
ミ
ー
ル
が
命
令
文
書
を
発
令
す
る

際
に
は
個
人
印
で
あ
る
黒
印
が
使
用
さ
れ
た
。ま
た
、元
朝
で
は
往
々

に
し
て
個
人
で
は
な
く
官
衙
が
文
書
の
発
給
者
と
な
る
場
合
が
多
い

が
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
で
は
そ
の
よ
う
な
事
例
は
む
し
ろ
少
な
く
、
多

く
の
場
合
、
個
人
名
に
お
い
て
文
書
が
発
給
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、

イ
ル=

ハ
ン
や
宰
相
、
ア
ミ
ー
ル
の
場
合
は
朱
印
が
、
そ
れ
以
外
の

ア
ミ
ー
ル
の
場
合
は
黒
印
が
所
定
の
位
置
（
紙
の
表
側
の
接
合
部
お

よ
び
文
書
末
尾
の
左
端
）
に
押
印
さ
れ
る
が
、
現
在
ま
で
確
認
さ
れ

て
い
る
事
例
を
見
る
限
り
、
例
外
な
く
文
書
の
発
令
者
と
印
章
の
押

印
者
（
＝
所
有
者
）
は
同
一
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
印
章
の
押
印
方

法
も
元
朝
と
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。朱
印
が
押
印
さ
れ
る
場
合
、

紙
と
紙
の
接
合
部
と
文
書
末
尾
の
日
付
の
上
に
押
印
さ
れ
る
と
い
う

点
は
元
朝
の
官
文
書
と
共
通
し
て
い
る
が
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
場
合

は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
で
あ
っ
て
も
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
で
あ
っ
て

も
、
冒
頭
部
分
の
紙
の
先
頭
方
向
を
天
と
し
て
地
と
な
る
末
尾
の
左

下
の
隅
に
押
印
さ
れ
る
点
で
元
朝
と
は
異
な
る
規
則
性
が
確
認
で
き

る（
（4
（

。
ま
た
、
紙
の
接
合
部
に
押
印
さ
れ
る
際
に
も
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
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で
は
冒
頭
方
向
を
天
と
し
て
左
右
交
互
に
ジ
グ
ザ
グ
に
押
印
さ
れ
て

ゆ
く
の
に
対
し
て
、
元
朝
で
は
必
ず
し
も
左
右
交
互
ジ
グ
ザ
グ
に
押

印
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
そ
し
て
、
印
章
の
呼
称
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ル=

ハ

ン
朝
で
は
多
彩
な
色
彩
の
印
章
が
用
い
ら
れ
た
。
伝
統
中
国
的
な

様
式
に
準
じ
る
方
形
朱
印
は
、
そ
の
多
く
が
漢
字
印
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「
ア
ル
タ
ム
ガ
」（al-tam

γa / āl-tam
ghā

）
と
呼
ば

れ
、
そ
の
ほ
か
に
黒
印
は
「
カ
ラ
タ
ム
ガ
」（qara-tam

γa / qarā-
tam

ghā

）、
碧
印
は
「
ク
ク
タ
ム
ガ
」（kök-tam

γa / kūk-tam
ghā

）、

金
印
は
「
ア
ル
ト
ゥ
ン
タ
ム
ガ
」（altan-tam

γa / altūn-tam
ghā

）

と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
ら
は
ト
ル
コ
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
で
そ
れ
ぞ
れ
朱

印
、
黒
印
、
青
印
、
そ
し
て
金
印
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
イ
ル=

ハ

ン
朝
の
印
章
制
度
で
使
用
さ
れ
た
の
は
主
に
こ
の
四
種
類
の
色
の

印
影
を
持
つ
印
章
と
同
じ
朱
印
で
も
皇
帝
で
あ
る
イ
ル=

ハ
ン
だ

け
が
使
用
で
き
た
宝
璽
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
朱
印
で
あ
るāl-

tam
ghā

と
黒
印
で
あ
るqarā-tam

ghā

は
イ
ル=

ハ
ン
朝
印
章
制
度

の
主
軸
と
な
る
印
章
で
あ
り
、
現
存
す
る
官
文
書
（
ペ
ル
シ
ア
語
で

「
デ
ィ
ー
ワ
ー
ニ
ー
」（dīw

ānī

）
と
呼
ば
れ
る
）
の
な
か
で
も
多
数

を
占
め
る
の
が
こ
の
朱
印
と
黒
印
が
押
印
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

　
朱
印
に
は
イ
ル=

ハ
ン
の
宝
璽
と
宰

ワ
ズ
ィ
ー
ル

相
や
ア
ミ
ー
ル
が
使
用
し
た

官
印
が
あ
っ
た
。
イ
ル=

ハ
ン
の
使
用
し
た
印
章
の
印
影
を
見
る
と
、

い
ず
れ
も
「
～
之
寶
」
と
い
う
刻
文
を
持
っ
た
宝
璽
で
あ
り
、「
～

之
印
」
と
い
う
刻
文
を
持
つ
官
印
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る（
（5
（

。
こ
れ
は
、
皇
帝
の
み
が
宝
璽
を
使
用
で
き
る
と
い

う
伝
統
中
国
的
な
規
範
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
元

朝
皇
帝
が
イ
ル=

ハ
ン
朝
に
宝
璽
の
使
用
を
認
め
た
と
い
う
事
実
は

知
ら
れ
て
い
な
い
。
元
朝
の
立
場
か
ら
す
る
と
「
諸
王
」
の
身
分
に

過
ぎ
な
い
イ
ル=

ハ
ン
が
宝
璽
を
使
用
す
る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い（
（5
（

。
そ
の
た
め
、
イ
ル=

ハ
ン
の
使
用
し
た
宝
璽
は
元

朝
か
ら
正
式
に
賜
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
側
で

独
自
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る（
（5
（

。
イ
ル

=

ハ
ン
が
使
用
し
た
印
章
に
は
こ
の
他
に
金
印
が
あ
っ
た
。
印
影
が

現
存
す
る
イ
ル=

ハ
ン
の
朱
印
の
ほ
と
ん
ど
が
漢
字
印
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
金
印
は
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
印
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

使
用
時
期
も
イ
ル=

ハ
ン
朝
末
期
の
ス
ル
タ
ー
ン=

ア
ブ
ー=

サ
イ

ー
ド
期
の
も
の
だ
け
で
あ
る
が（
（5
（

、
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
シ
ャ
イ
フ=

ウ

ヴ
ァ
イ
ス
が
同
様
の
金
印
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ（
（5
（

、
主
に

イ
ル=

ハ
ン
朝
の
後
半
以
降
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
文
献
史
料
に
は
、
ガ
ザ
ン=

ハ
ン
が
イ
ス
ラ
ー
ム
様
式
に

印
章
を
改
革
し
た
際
に
金
印
が
導
入
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が（
（5
（

、
そ
の
印

影
を
持
っ
た
文
書
は
現
存
し
て
い
な
い
。

　
さ
て
、
漢
字
銘
を
持
つ
朱

ア
ル
タ
ム
ガ

印
に
は
、
宝
璽
以
外
に
官
印
が
あ
っ

た
。
モ
ン
ゴ
ル
語
で
「
ア
ル
タ
ム
ガ
」（al-tam

γa

）
と
呼
ぶ
場
合
に

は
宝
璽
と
官
印
の
区
別
な
く
、
単
に
「
朱
印
」
を
意
味
し
た
が
、
ペ
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ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
（
四
日
市
）

ル
シ
ア
語
で
「
ア
ル
タ
ム
ガ
」（āl-tam

ghā

）
と
呼
ぶ
場
合
に
は
モ

ン
ゴ
ル
語
と
同
じ
く
広
義
に
朱
印
を
指
す
場
合
と
、
狭
義
に
「
官
職

印
と
し
て
の
朱
印
」
を
指
す
場
合
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
後
者
の
場

合
、
印
影
お
よ
び
印
章
そ
の
も
の
が
ア
ル
タ
ム
ガ
と
呼
ば
れ
た
ば
か

り
で
な
く
、
そ
の
朱
印
が
押
印
さ
れ
た
官
文
書
自
体
も
ア
ル
タ
ム
ガ

と
呼
ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
イ
ン
シ
ャ
ー
書
記

術
指
南
書
で
あ
る
『
文イ

ン
シ
ャ
ー

章
作
成
の
優
美
』（Latā’if al-Inshā’

）
で

は
イ
ル=

ハ
ン
朝
か
ら
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
に
か
け
て
の
発
令
文
書
の
分

類
を
発
令
様
式
で
は
な
く
押
印
さ
れ
た
印
章
の
種
類
に
基
づ
い
て
、

朱
印
が
押
印
さ
れ
た
文
書
を
「
ア
ル
タ
ム
ガ
」（āl tam

ghā

）、
黒

印
が
押
印
さ
れ
た
文
書
は
「
カ
ラ
タ
ム
ガ
」（qarā tam

ghā

）、
青

緑
印
の
文
書
は
「
ク
ク
タ
ム
ガ
」（kūk tam

ghā
）
と
呼
ば
れ
て
い

る（
（5
（

。
た
だ
し
、
ア
ル
タ
ム
ガ
文
書
の
中
に
イ
ル=
ハ
ン
の
発
令
し
た

朱
印
文
書
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。『
文イ

ン
シ
ャ
ー

章
作
成
の
優
美
』
で
は
ア
ミ

ー
ル
、
宰

ワ
ズ
ィ
ー
ル

相
、
地マ

リ

ク

方
領
主
の
発
給
文
書
の
み
が
ア
ル
タ
ム
ガ
文
書
と

呼
ば
れ
、
君
主
の
勅
令
は
そ
れ
と
は
別
に
「
ヤ
ル
リ
グ
」（yarlīgh
）

と
呼
ば
れ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
説
明
さ
れ
る

ア
ル
タ
ム
ガ
文
書
は
狭
義
に
「
官
職
印
と
し
て
の
朱
印
」
が
押
印
さ

れ
た
文
書
だ
け
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
の
公
文
書
を
見
て

み
る
と
、
狭
義
に
「
ア
ル
タ
ム
ガ
」
と
呼
ば
れ
る
公
文
書
に
は
ア
ル

タ
ム
ガ
文
書
と
し
て
の
定
型
が
決
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
ア
ル

タ
ム
ガ
文
書
の
中
に
も
い
く
つ
か
の
種
類
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
宰ワ

ズ
ィ
ー
ル

相
と
財サ

ー
ヒ
ブ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
長
官
が
発
令
し
た
朱
印

文
書
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
朱
印
文
書
は
紙
の
接
合
部
の
ほ
か

に
、
文
書
底
部
左
側
に
朱
印
の
み
が
押
印
さ
れ
る
。
ま
た
、
冒
頭
に

は
上
級
権
威
と
し
て
イ
ル=

ハ
ン
の
勅ヤ

ル
リ
グ令

、
大
ア
ミ
ー
ル
た
ち
の

命ス

ズ令
の
存
在
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
位
の
大
ア
ミ
ー

ル
が
発
給
し
た
朱
印
文
書
は
文
書
底
部
左
側
（
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
の

場
合
は
下
側
）
に
朱
印
が
押
印
さ
れ
そ
の
右
側
（
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書

の
場
合
は
上
部
）
に
ア
ミ
ー
ル
の
個
人
印
で
あ
る
黒
印
が
押
印
さ
れ

る
。
冒
頭
に
イ
ル=

ハ
ン
や
ア
ミ
ー
ル
の
発
令
様
式
が
提
示
さ
れ
る

の
は
宰

ワ
ズ
ィ
ー
ル

相
な
ど
の
文
書
と
同
様
で
あ
る
。
最
後
に
、
ア
ブ
ー=

サ
イ

ー
ド
期
に
筆
頭
ア
ミ
ー
ル
に
し
て
副
王
で
あ
っ
た
ア
ミ
ー
ル=

チ
ョ

バ
ン
（A

m
īr Č

oban

）
が
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
二
六
年(

西
暦
一
三
二
六

年)

に
発
給
し
た
文
書
は
二
種
類
の
朱
印
と
黒
印
が
押
印
さ
れ
て
い

る
点
、
朱
印
が
官
印
で
は
な
く
国
公
印
で
あ
る
点
、
イ
ル=

ハ
ン
朝

印
と
し
て
唯
一
印
影
が
現
存
す
る
パ
ク
パ
字
印
で
あ
る
点
で
他
の
朱

印
文
書
と
は
趣
き
を
異
に
す
る（
（5
（

。
二
種
類
の
朱
印
の
う
ち
の
ひ
と
つ

は
方
形
ア
ラ
ビ
ア
語
朱
印
で
ア
ミ
ー
ル=

チ
ョ
バ
ン
が
ア
ブ
ー=

サ

イ
ー
ド
期
に
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
元
朝
か

ら
授
与
さ
れ
た
国
公
印
で
あ
り
、「
翊
国
公
印
」
と
パ
ク
パ
文
字
表

記
で
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
パ
ク
パ
字
印
は
元
朝
か
ら
ア
ミ
ー
ル=

チ

ョ
バ
ン
に
直
接
賜
与
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
に
も
残
っ
て
お
り
、
元
朝

か
ら
賜
与
と
い
う
形
で
直
接
印
章
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
実
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例
の
ひ
と
つ
で
あ
る（
（5
（

。
こ
の
最
後
の
事
例
を
見
る
と
、
朱
印
文
書
＝

漢
字
朱
印
付
き
官
文
書
と
い
う
図
式
に
は
も
は
や
当
て
は
ま
ら
ず
、

実
際
、こ
の
時
期
に
前
後
し
て
漢
字
印
は
使
用
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、

代
わ
り
に
ア
ラ
ビ
ア
語
印
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　
最
後
に
黒

カ
ラ
タ
ム
ガ

印
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
単
な
る
黒
い
印
章
で
は
な
く
、

ア
ミ
ー
ル
が
使
用
し
た
個
人
印
で
あ
る
。
朱
印
の
多
く
に
は
漢
字
で

官
職
名
が
刻
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
黒

カ
ラ
タ
ム
ガ

印
に
は
ウ
イ
グ
ル
文

字
、
パ
ク
パ
文
字
、
或
い
は
ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
ア
ミ
ー
ル
の
名
前
が

刻
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
元
朝
で
官
吏
が
署
名
（
花
押
）
を
印

章
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
イ
ル=
ハ
ン
朝
で
は
朱
印
に
準
じ

た
使
用
法
が
み
ら
れ
、
黒

カ
ラ
タ
ム
ガ

印
が
単
独
で
押
印
さ
れ
る
場
合
は
文
書
の

用
紙
接
合
部
と
冒
頭
方
向
を
天
と
し
た
場
合
の
地
の
左
下
に
押
印
さ

れ
た（
（5
（

。
現
存
す
る
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
に
は
同
様
の
要
件
を
満
た
し

た
黒
印
押
印
文
書
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
書
様
式
と

し
て
黒カ

ラ
タ
ム
ガ

印
文
書
と
呼
ば
れ
る
ケ
ー
ス
は
こ
の
よ
う
に
文
書
表
側
の
所

定
の
位
置
に
押
印
さ
れ
た
時
に
限
ら
れ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
と
は

別
に
裏
面
に
署
名
の
代
わ
り
に
名
前
を
刻
し
た
黒
印
が
押
印
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
が（
（6
（

、
そ
れ
が
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
文
書
行
政
野
中

で
制
度
的
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
は
な
お
研
究
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
印
章
シ
ス
テ
ム
は
元
朝
の
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
枠
で
元
朝
の
印
章
制
度

に
基
づ
き
な
が
ら
も
独
自
の
運
用
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

イ
ル=

ハ
ン
朝
に
お
け
る
印
章
制
度
は
文
書
の
発
令
体
系
と
密
接
に

関
わ
っ
て
お
り
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
後
半
期
以
後
に
は
、『
文イ

ン
シ
ャ
ー

章
作
成

の
優
美
』
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
発
令
文
書
の
分
類
が
押
印
さ
れ
た

印
章
に
準
じ
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
印
章
と
発
令
文

書
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
文
書
行
政
全
体
の
構
造
を
解
明
す

る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。
ポ
ス
ト=

イ
ル=

ハ
ン
期
に
な

る
と
、
漢
字
印
・
パ
ク
パ
字
印
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
ア

ラ
ビ
ア
文
字
印
が
そ
れ
に
代
わ
り
、
ま
た
朱
印
や
黒
印
の
形
状
も
方

形
か
ら
円
形
印
・
多
角
形
印
・
花
形
印
・
王
冠
形
印
な
ど
多
様
な
形

に
変
容
し
て
ゆ
く
。
イ
ル=

ハ
ン
朝
に
お
け
る
押
印
文
書
の
分
類
を

ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

『
文イ

ン
シ
ャ
ー

章
作
成
の
優
美
』（Latā’if al-Inshā’

）
に
基
づ
く
分
類

（
一
）
勅

ヤ
ル
リ
グ令		



…
　
イ
ル=

ハ
ン
が
発
令
し
、
宝
璽
が
押
印
さ

れ
た
文
書
。

（
二
）
朱ア

ル
タ
ム
ガ

印
文
書	

…  

宰ワ
ズ
ィ
ー
ル

相
・
ア
ミ
ー
ル
・
地マ

リ

ク

方
領
主
の
朱
印
が

押
印
さ
れ
た
文
書
。

（
三
）
黒カ

ラ
タ
ム
ガ

印
文
書	

…
　
黒
印
が
押
印
さ
れ
た
文
書
。

（
四
）
碧ク

ク
タ
ム
ガ

印
文
書	

…
　
碧
印
が
押
印
さ
れ
た
文
書
。

（
五
）
無ミ

サ

ー

ル

印
文
書	
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実
際
の
文
書
に
基
づ
く
分
類

（
一
）
宝
璽/

金
ア
ル
ト
ゥ
ン
タ
ム
ガ

印
…

　
イ
ル=

ハ
ン
の
皇
帝
印
。
漢
字
朱
印

と
ア
ラ
ビ
ア
文
字
金
印
。
勅ヤ

ル
リ
グ令

に
押
印
。

（
二
）
朱

ア
ル
タ
ム
ガ

印
　
…  

宰ワ
ズ
ィ
ー
ル

相
・
財

サ
ー
ヒ
ブ

 デ
ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
長
官
の
官
印
。
漢
字
印
、
ア
ラ

ビ
ア
字
印
。
官

デ
ィ
ー
ワ
ー
ニ
ー

文
書
に
押
印
。

（
三
）
朱

ア
ル
タ
ム
ガ印+

黒カ
ラ
タ
ム
ガ

印
　
…  

官
印
と
個
人
印
の
両
方
を
押
印
。
第
一

～
四
位
の
大
ア
ミ
ー
ル
の
み
発
給
か
。

（
四
）
黒

カ
ラ
タ
ム
ガ印	

…
　
ア
ミ
ー
ル
の
個
人
印
。
ウ
イ
グ
ル
字
印
、

パ
ク
パ
字
印
、
ア
ラ
ビ
ア
字
印
。

（
五
）
碧

ク
ク
タ
ム
ガ印	

…
　
イ
ル=

ハ
ン
の
御
璽
も
し
く
は
大
財デ

ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁

の
官
印
か
。
詳
細
不
明
。

（
六
）
無
印

お
わ
り
に

　
以
上
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
公
文
書
に
つ
い
概
観
し
た
が
、
そ
の
文

書
行
政
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
な
お
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
し

か
し
、
特
に
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
の
な
か
の
多
言
語
文
書
研
究
が
本

格
化
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
時
代
に
特
有
の
東
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
の

モ
ン
ゴ
ル
支
配
域
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
文
書
様
式
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
り
、
比
較
を
通
じ
て
様
々
な
性
質
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
イ
ラ
ン
・
中
央
ア
ジ
ア
を
支
配
領
域
と
し
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
の

文
書
行
政
は
、
イ
ラ
ン=

イ
ス
ラ
ー
ム
文
書
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ

も
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
＝
元
朝
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
文
書
様
式
の

影
響
を
も
強
く
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
伝
統
中

国
的
な
文
書
様
式
の
要
素
も
合
わ
せ
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ

ー
ム
文
化
圏
に
属
す
る
イ
ラ
ン
の
文
書
行
政
シ
ス
テ
ム
に
伝
統
中
国

的
な
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
一
見
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
れ
こ
そ
、
東
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
大
部
分
を
モ
ン
ゴ
ル
が

支
配
し
た
時
期
に
見
ら
れ
た
「
モパ

ク

ス
ン
ゴ
ル
のモ

ン
ゴ
リ
カ

平
和
」
と
「
モモ

ン
ゴ
ル

ン
ゴ
ル

のイ
ン
パ
ク
ト

衝
撃
」
の
産
物
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
主
に
印
章

に
関
し
て
中
国
の
影
響
を
含
む
東
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
共
通
性
が
存
在

し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
た
が
、そ
れ
以
外
に
も
、漢
語
・
モ
ン
ゴ
ル
語
・

ト
ル
コ
語
と
共
通
す
る
直
訳
的
ペ
ル
シ
ア
語
表
現
や
擡
頭
・
平
出
・

闕
字
な
ど
に
準
じ
た
尊
敬
表
現
な
ど
も
見
ら
れ（
（6
（

、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
印
章
制
度
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
そ
れ
は
中
国
の
様
式
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
も
の
で

は
な
く
、
イ
ラ
ン
に
お
い
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
形
で
運
用
さ
れ
て
い

た
。
例
え
ば
、
擡
頭
に
関
し
て
も
漢
文
文
書
の
よ
う
に
改
行
を
お
こ

な
っ
て
擡
頭
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
尊
敬
対
象
と
な
る
語
だ
け
を
抜

き
出
し
て
行
頭
に
擡
頭
さ
せ
る
と
い
う
独
特
の
現
象
が
認
め
ら
れ
る（
（6
（

【
図
５
】。
ま
た
、
金
字
に
よ
る
特
定
語
句
の
装
飾
も
尊
敬
表
現
の
ひ

と
つ
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が（
（6
（

【
図
６
】、
こ
れ
は
広

く
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
モ
ン
ゴ
ル
政
権
の
文
書
様
式
の
特
徴
の
ひ
と
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つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
る（
（6
（

。

ま
た
、
今
回
は
詳
述
し
な
か
っ
た
が
、
イ
ル=

ハ
ン
の
勅ヤ

ル
リ
グ令

と

宰ワ
ズ
ィ
ー
ル

相
や
ア
ミ
ー
ル
の
朱ア

ル
タ
ム
ガ

印
文
書
・
黒カ

ラ
タ
ム
ガ

印
文
書
は
、
印
章
以
外
の
諸

点
で
も
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
文

書
の
発
令
様
式
の
序
列
を
象
徴
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
違
い
が

顕
著
な
の
が
用
紙
の
「
寸
法
」
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
黒カ

ラ
タ
ム
ガ

印
文
書

の
長
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
る
が
【
図
７
】、

朱ア
ル
タ
ム
ガ

印
文
書
は
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
長
さ
の
も
の
も
珍
し
く
な
く
、

幅
も
黒カ

ラ
タ
ム
ガ

印
文
書
よ
り
や
や
大
き
い
【
図
８
】。
宝
璽
の
押
印
さ
れ
た

勅ヤ
ル
リ
グ令

に
い
た
っ
て
は
幅
だ
け
で
一
メ
ー
ト
ル
近
く
、
長
さ
は
一
〇
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
も
あ
る（
（6
（

【
図
９
】。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
や
元
朝

で
は
特
別
な
文
書
が
通
達
さ
れ
る
場
合
は
「
開
読
」
と
呼
ば
れ
る
文

書
読
み
上
げ
の
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
朱ア

ル
タ
ム
ガ

印
文
書
や
黒
印
文
書

は
一
人
で
十
分
開
読
で
き
る
サ
イ
ズ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
勅ヤ

ル
リ
グ令

の

場
合
は
一
人
で
は
文
書
を
開
く
こ
と
も
読
み
上
げ
る
こ
と
も
で
き
な

い
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
り
、
こ
れ
を
読
み
上
げ
る
と
い
う
行
為
だ
け

で
仰
々
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い（
（6
（

。以
上
の
よ
う
に
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
文
書
様
式
は
、（
一
）
伝
統

イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
文
書
様
式
の
影
響
、（
二
）
伝
統
中
国
的
な
要
素

を
含
む
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
発
令
文
書
様
式
の
影
響
、（
三
）
そ
の
上

に
独
自
に
形
成
さ
れ
た
文
書
様
式
を
内
包
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
相

互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
が
今
後
の
研
究
の

焦
点
の
ひ
と
つ
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
イ
ル=

ハ

ン
朝
の
文
書
行
政
制
度
は
中
国
の
影
響
を
強
く
受
け
た
東
部
ユ
ー
ラ

シ
ア
諸
地
域
の
そ
れ
と
十
分
に
比
較
対
象
と
な
り
う
る
も
の
で
あ

り
、
相
互
比
較
を
通
じ
て
よ
り
多
角
的
な
視
点
か
ら
文
書
シ
ス
テ
ム

や
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
状
況
の
解
明
が
期
待
さ
れ
る
。
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図 5：抜き出し擡頭（700AH タイフ発令黒印付スズ文書）
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図 6：金文字・擡頭（年代不明アルグン = ハン発令モンゴル語文書）
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図 7：黒
カラタムガ

印文書のサイズの一例（691AH  重
アミール

臣バイトミシ発令 スズ文書）

図 9：勅
ヤルリグ

令文書のサイズの一例（サル年アブー = サイード発令ウゲ文書（部分）：
MMI, s.20823）
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図 8：朱
アルタムガ

印文書のサイズの一例（704AH シャイフ = ハサン = チョバニー発令ス
ズ文書：MMI, r.459/s.25878）
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rient 50, special issue: M
ultilingual D

ocum
ents and 

M
ultiethnic Society in M

ongol-R
uled Iran.

註（
1
）
マ
ル
コ=

ポ
ー
ロ
が
同
行
し
た
こ
と
で
有
名
な
コ
カ
チ
ン
妃

（K
ökečin Q

atun

）
が
元
朝
か
ら
ア
ル
グ
ン=

ハ
ン
（A

rγun Q
an

）

の
も
と
へ
降
嫁
し
た
こ
と
は
ペ
ル
シ
ア
語
・
漢
文
の
各
史
料
が
残
っ

て
い
る
（『
經
世
大
典
』
站
赤
（『
永
楽
大
典
』
巻
一
九
四
一
八
、站
）; 

『
歴
史
集
成
』（Jām

i‘ al-Taw
ārīkh

）、
ガ
ザ
ン=

ハ
ン
紀
（Jām

i‘ T./
R

oushan, p. 1238

）;  

マ
ル
コ=
ポ
ー
ロ
『
世
界
の
記
述
』（M

arco/
F/B

enedetto, pp.11-13; M
arco/R

/Einaudi, pp. 86-89

）。
ま
た
、『
オ

ル
ジ
ェ
イ
ト
史
』（Tārīkh-i Ū

ljāytū

）
に
は
、
元
朝
か
ら
ス
ル
タ
ー

ン=

オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
（Sulṭān Ö

lǰeitü

）
の
も
と
へ
花
嫁
が
送
ら
れ
た

記
録
が
残
る
（T.Ū

ljāytū/H
am

bli, w
aqāyah-yi sāl-i 716, p. 205

）。

（
2
）
例
え
ば
、
フ
レ
グ=

ハ
ン
が
イ
ラ
ン
支
配
を
実
現
し
た
当
初
、
元

朝
の
フ
ビ
ラ
イ=

ハ
ー
ン
（Q
ubilai Q

a’an

）
か
ら
フ
レ
グ
に
使
者

が
派
遣
さ
れ
、
ア
リ
ク=

ブ
ケ
（A

riq B
öke

）
に
対
す
る
勝
利
と
大

ハ
ン
位
へ
の
即
位
の
通
知
、
フ
レ
グ
の
イ
ラ
ン
支
配
の
承
認
、
援
軍

三
万
騎
の
派
遣
の
通
知
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（『
歴
史
集
成
』
フ
レ

グ=

ハ
ン
紀
（Jām

i‘ T./R
oushan, p. 1047

））。
ま
た
、
ア
バ
ガ=

ハ

ン
（A

baqa Q
an

）、
ア
ル
グ
ン=

ハ
ン
の
即
位
に
際
し
て
も
、
元
朝

か
ら
即
位
を
承
認
す
る
使
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
（『
歴
史
集
成
』
ア

バ
ガ=

ハ
ン
紀
（Jām

i‘ T./R
oushan, p. 1060

）; 

ア
ル
グ
ン=

ハ
ン

紀
（Jām

i‘ T./R
oushan, pp.1161-1162

））。

（
3
）
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
文
化
全
般
に
お
け
る
中
国
文
化
の
影
響
に
つ
い

て
は
本
田 

一
九
八
八
を
参
照
。
近
年
は
イ
ラ
ン
に
お
け
る
中
国
暦

を
よ
り
詳
細
に
分
析
し
た
諫
早
庸
一
の
研
究
も
現
れ
た
。
例
え
ば
、

Isahaya 2009

を
参
照
。

（
4
）
イ
ン
シ
ャ
ー
書
記
術
に
関
し
て
は
、
渡
部
良
子 

二
〇
〇
二;

同 

二
〇
〇
三
を
参
照
。

（
5
）
例
え
ば
、
コ
イ
ン
の
推
移
と
政
治
史
を
合
わ
せ
て
考
察
し
た
研
究

と
し
て
、K

olbas 2006

が
あ
る
。

（
6
）
こ
の
他
に
法
官
や
公
証
人
が
命
令
・
認
証
し
た
法
廷
文
書
も
存
在

し
、
公
権
力
の
も
と
に
発
給
さ
れ
た
文
書
と
い
う
意
味
で
は
公
文
書

と
も
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
本
稿
で
扱
う
公
文
書
に
法
廷
文
書

は
含
め
な
い
こ
と
に
す
る
。
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
法
廷
文
書
に
関
し
て

は
、G

ronke 1982

を
参
照
。

（
7
）
イ
ラ
ン
国
立
博
物
館
（
以
下
、
所
蔵
を
示
す
場
合
に
限
りM

M
I

と

略
称
す
る
）r.463/s.25882. 

本
文
書
に
関
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
写

真
・
内
容
は
未
公
表
だ
が
、
松
井
太
と
四
日
市
で
写
真
・
校
訂
テ
キ

ス
ト
・
訳
注
を
発
表
予
定
で
あ
る
。

（
8
）
こ
の
こ
と
はYokkaichi 2010

で
も
簡
述
し
た
。

（
9
）
詳
細
はFA

B
Ṣ

の
解
説
お
よ
びH

errm
ann 2004

を
参
照
。

（
10
）
ハ
ラ
ム=

シ
ャ
リ
ー
フ
文
書
に
関
す
る
詳
細
は
、N

orthrup and 
A

bul-H
ajj 1978; Little 1984a; idem

 1984b; M
üller 2011

を
参
照
。

（
11
）Lupprian 1981

に
概
要
が
収
録
さ
れ
る
文
書
写
し
の
ほ
か
、
数
十

件
の
ラ
テ
ン
語
訳
文
書
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
と
ロ

ー
マ
教
会
の
交
渉
に
関
す
る
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

モ
ン
ゴ
ル
史
側
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
研
究
が
着
手
さ
れ
て
い
な
い
。

（
12
）
例
え
ば
、『
歴
史
集
成
』
ガ
ザ
ン=

ハ
ン
紀
第
三
部
第
一
四
話
に
は

四
通
の
ヤ
ル
リ
グ
の
写
し
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（Jām

i‘T./R
oushan, 

vol.2, pp. 1387-1407

）。
ま
た
、「
ヤ
ル
リ
グ
の
写
し
」（saw

ād-e 
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ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
（
四
日
市
）

yarlīgh

）
と
題
さ
れ
た
下
に
は
、「
ス
ル
タ
ー
ン=

ガ
ザ
ン=

ハ
ン
の

勅
令
」（farm

ān-i Sulṭān G
hāzān K

hān

）
と
あ
っ
て
、
ヤ
ル
リ
グ
と

フ
ァ
ル
マ
ー
ン
が
同
義
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
13
）
書
記
術
指
南
書
か
ら
見
た
イ
ル
ハ
ン
朝
の
文
書
行
政
に
関
し
て
は
、

渡
部
二
〇
〇
二; 

同
二
〇
〇
三
な
ど
を
参
照
。
近
年
、
渡
部
良
子
は

イ
ン
シ
ャ
ー
書
記
術
書
に
見
え
る
イ
ラ
ン=

イ
ス
ラ
ー
ム
的
伝
統
様

式
と
モ
ン
ゴ
ル
様
式
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
成
果

の
刊
行
が
期
待
さ
れ
る
。

（
14
）
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
中
に
み
え
る
イ
ル=

ハ
ン
朝

文
書
に
関
し
て
は
、
矢
島
洋
一
がInternational C

onference: N
ew

 
A

pproaches on the Il-khans
（N

ational U
niversity of M

ongolia, 
21-23 M

ay, 2014

）
に
お
い
てYajim

a Yoichi, “Ilkhanid A
rabic 

Farm
āns”

と
し
て
発
表
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

（
15
）A

bel-Rém
usat 1822-24; M

eadow
s 1850; D

esim
oni 1877-84; Chabot 

1894; B
onaparte 1895; Voegrlin 1940-41; R

ichard 1949; Sinor 
1956; B

oyle 1976; 

海
老
澤 

一
九
八
二
な
ど
を
参
照
。

（
16
）Pelliot 1936; C

leaves 1953; M
inorsky 1954.

（
17
）H

aenisch 1949; C
leaves 1948; M

ostaert et Cleaves 1952; idem
 

1962; Ligeti, L. 1970-72

な
ど
を
参
照.

（
18
）K

otw
icz 1934; Schuh 1977; Григорьев 1978; 

小
野
浩 

一
九
九
三; 

Čenggel 1994; 

松
川
一
九
九
五
。

（
19
）
例
え
ば
、N

akhchevānī 1332; Papazian 1961

な
ど
。

（
20
）B

usse 1959; Q
ā’em

 M
aqām

ī 1350.

（
21
）G

ronke 1982; G
ronke 1993; H

errm
ann 1997

な
ど
を
参
照
。

（
22
）H

errm
ann und D

oerfer 1975a; 1975b.

（
23
）H

errm
ann 2004; Fragner 1999; Soudavar 2006

な
ど
を
参
照
。

（
24
）Īraj A

fshār 1383; Sheykh al-Ḥ
okam

ā‘ī 1380; idem
 1383; idem

 1384

な
ど
。

（
25
）
小
野 

一
九
九
三; 

中
村
・
松
川
一
九
九
三; 

松
川 

一
九
九
五; 

杉

山 

二
〇
〇
四
ａ; 

二
〇
〇
四
ｂ
な
ど
を
参
照
。

（
26
）
中
村
・
松
川 

一
九
九
三
、九-

二
三
頁
、
特
に
一
五
二
三
頁
、
松
川

1995

、
二
五-

二
六
、三
六-

四
六
頁
を
参
照
。

（
27
）
松
川
一
九
九
五
、三
六-

四
六
頁
。

（
28
）
フ
ラ
ン
ス
国
立
公
文
書
館
（A

rchives N
ationales

）
所
蔵
（A

E-
III-203

）; 

写
真
版
、
校
訂
テ
キ
ス
ト
、
文
書
デ
ー
タ
に
関
し
て
は

M
ostaert et C

leaves 1962; Yokkaichi 2010

を
参
照
。

（
29
）
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
枢
機
文
書
館
（A

rchivio Segreto Vaticano

）
所
蔵

A
.A

.A
rm

.I-X
V

III,1801-2.

（
30
）M

M
I, r.465/s.25884; 

文
書
写
真
・
校
訂
テ
キ
ス
ト
・
そ
の
他
の
文

書
デ
ー
タ
に
関
し
て
はH

errm
ann und D

oerfer 1975; FA
B

Ṣ, p. 118

を
参
照
。

（
31
）M

M
I, r.438/s.25858; 

文
書
写
真
・
校
訂
テ
キ
ス
ト
・
そ
の
他
の
文

書
デ
ー
タ
に
関
し
て
はPU

M
, U

.2; FA
B

Ṣ, p. 113. 

（
32
）
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵; 

文
書
写
真
・
校
訂
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て

はSoudavar 1981; M
ohsen Jā‘farī 2000

を
参
照
。

（
33
）M

M
I, r.440/s.25860 

所
蔵; 

文
書
写
真
・
校
訂
テ
キ
ス
ト
に
関
し

て
はPU

M
, U

.4; FA
B

S, pp.113-114.

（
34
）
フ
ラ
ン
ス
公
文
書
館
所
蔵A

E-III-202.

（
35
）Yokkaichi 2010, pp. 217-218.

（
36
）
松
川 

一
九
九
五
、四
六-

四
七
頁
。

（
37
）
た
だ
し
、
上
級
権
威
の
「
天
」（Tengri

）
が
「
神
」（A

llāh / Rabb / 
K

hudā
）
に
置
き
換
わ
っ
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
後
期
の
文
書
に
お
い
て
も

同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
か
ど
う
か
は
、
よ
り
多
く
の
事
例
を
検
討

し
た
上
で
な
い
と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
明



－  297  －

史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

言
は
控
え
て
お
き
た
い
。

（
38
）『
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
史
』（Tārīkh-i Ū

ljāytū

）
に
は
元
朝
か
ら
派
遣
さ

れ
た
ト
ガ
チ
丞
相
が
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
に
対
し
て
「
勅ヤ

ル
リ
グ令

」
と
「
令リ

ン
ジ旨

」

に
つ
い
て
説
明
す
る
く
だ
り
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
元
朝
側
で
は
そ

の
文
書
様
式
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
全
体
に
共
通
す
る
と
見
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。「
ト
ガ
チ
（Tūghājī

）
は
答
え
て
言
っ
た
、『
ジ

ョ
ム
カ
ー
ン
大
草
原
か
ら
カ
ー
ン
の
軍チ

ェ
リ
ク隊

が
出
立
し
、
カ
ー
ン
に
対

し
て
西
方
か
ら
イ
ス
ン=
ブ
カ
（Īsnbūqā

）
の
兵
が
…
。』
話
の
途
中

で
使イ

ル
チ
ヤ
ー
ン

臣
た
ち
が
言
っ
た
。『
イ
ス
ン=

ブ
カ
の
勅ヤ

ル
リ
グ令

は
か
く
の
ご
と
き

で
す
。』
ト
ガ
チ
は
彼
ら
に
怒
鳴
っ
た
。『
黙
れ
！
勅ヤ

ル
リ
グ令

と
は
カ
ー
ン

か
ら
の
も
の
を
言
う
の
だ
。
王ペ

サ
ラ
ー
ン

子
た
ち
の
命

フ
ァ
ル
マ
ー
ン

令
は
「
令リ

ン
ジ旨

」（līngjī

）

と
い
う
。
王ペ

サ

ラ

ー

ン

子
た
ち
の
命

フ
ァ
ル
マ
ー
ン

令
と
い
う
意
味
で
あ
る
。』
バ
ル=

テ
ム

ル
（B

āl Tīm
ūr

）
は
言
っ
た
。『
イ
ス
ン=
ブ
カ
も
〔
チ
ン
ギ
ス
の
〕

一ウ
ル
グ族

の
ひ
と
り
で
あ
る
の
で
、
我
ら
に
と
っ
て
は
カ
ー
ン
の
位
に
あ

り
ま
す
。』」（T.Ū

ljāytū/H
am

bli, w
aqāyah-yi sāl-i 716, p. 203

）
た

だ
し
、
実
際
に
イ
ル=

ハ
ン
朝
で
「
令リ

ン
ジ旨

」
が
発
令
様
式
の
ひ
と
つ

と
し
て
定
着
し
て
い
た
形
跡
は
な
い
。

（
39
）
モ
ン
ゴ
ル
語
の
発
令
様
式
で
あ
る「
ウ
ゲ
」
が「
我
が
命
令
」( üge 

m
anu)

と
宣
言
さ
れ
れ
る
の
に
対
し
て
、
ト
ル
コ
語
の
発
令
様
式
で
あ

る
「
ス
ズ
」
は
「
彼
の
命
令
」( sūzī)

と
宣
言
さ
れ
る
点
に
も
両
者
の

権
威
の
違
い
が
表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、イ
ル=

ハ
ン
朝
の
王
子（Per. 

shāhzādah = Tur. oγul = M
on. köbegün

）
の
発
令
文
書
は
現
存
し

て
い
な
い
が
、
そ
の
発
令
様
式
と
し
て
唯
一
確
認
で
き
る
の
が
、『
歴

史
集
成
』
に
採
録
さ
れ
た
ア
ミ
ー
ル=

ノ
ウ
ル
ー
ズ
（N

aurūz

）
の

書
簡
の
冒
頭
定
型
句
に
見
え
る「
命ブ

イ
ル
ク令

」（buyruq

）で
あ
る
。
こ
れ
は
、

『
歴
史
集
成
』
ガ
ザ
ン=

ハ
ン
紀
に
、
ノ
ウ
ル
ー
ズ
が
王
子
ガ
ザ
ン
に

反
目
し
て
王
子
フ
ラ
チ
ュ
と
王
子
キ
ン
シ
ュ
ー
に
接
近
し
た
こ
と
を

記
し
て
、「
王
子
フ
ラ
チ
ュ
は
そ
こ
（
マ
ー
ザ
ン
ダ
ラ
ー
ン
）
に
い
て
、

『
我
々
は
ノ
ウ
ル
ー
ズ
の
味
方
で
あ
る
』と
声
明
を
出
し
た
。
ノ
ウ
ル
ー

ズ
は
諸
州
に
書
簡
を
以
下
の
よ
う
に
書
い
た
：『
フ
ラ
チ
ュ
の
勅ヤ

ル
リ
グ令

に

よ
り
、
キ
ン
シ
ュ
の
命ブ

イ
ル
ク令

に
よ
り
（H

ūlāchū yarīghīndīn, K
inshū 

būyruqīndīn

）
…
。』
ガ
ザ
ン
は
フ
ラ
チ
ュ
が
ノ
ウ
ル
ー
ズ
に
合
流
す

る
前
に
捉
え
よ
う
と
欲
し
た
」
と
あ
る
も
の
で
（Jām

i‘T./R
oushan, 

vol.2, p. 1219

）、
ノ
ウ
ル
ー
ズ
が
発
令
し
た
際
の
冒
頭
定
型
句
と
な

る
上
級
権
威
の
提
示
と
し
て
「
フ
ラ
チ
ュ
の
勅ヤ

ル
リ
グ令

」
と
「
キ
ン
シ
ュ

の
命ブ

イ
ル
ク令

」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ト
ル
コ
語
が
そ
の
ま
ま
音
写
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
文
書
に
あ
っ
た
原
文
が
そ
の
ま

ま
引
用
さ
れ
て
お
り
、フ
レ
グ=

ハ
ン
の
第
一
二
子
で
あ
る
フ
ラ
チ
ュ

は
実
際
に
「
勅ヤ

ル
リ
グ令

」
を
発
令
し
、
フ
レ
グ
の
第
二
子
ジ
ョ
ム
ク
ル
の

子
（
つ
ま
り
、
フ
レ
グ
の
孫
）
で
あ
る
キ
ン
シ
ュ
は
「
命ブ

イ
ル
ク令

」
を
発

令
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。「
ブ
イ
ル
ク
」（būyruq

）
は
ト
ル
コ
語

で
「
命
令
」
を
意
味
す
る
が
（ED

PT, p. 387, buyruk

）、
イ
ル=

ハ

ン
朝
期
の
編
纂
史
料
や
文
書
史
料
に
は
他
に
事
例
が
見
ら
れ
な
い
。

イ
ル=

ハ
ン
朝
下
の
モ
ン
ゴ
ル
王
族
が
発
し
た
発
令
様
式
と
し
て
こ

の
よ
う
な
形
態
が
存
在
し
た
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
。

（
40
）
元
朝
の
印
章
に
関
し
て
は
、Farquhar 1966; 

黄
惇 

一
九
九
九; 

叶

其
峰 

二
〇
〇
三; 

片
岡 

二
〇
〇
八
を
参
照
。

（
41
）
イ
ル=

ハ
ン
朝
の
印
章
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
は
従
来D

oerfer 
1982-85a; D

oerfer 1982-85b; H
errm

ann 2004, pp.33-42

な
ど
が

あ
っ
た
が
、
筆
者
は
近
年
、
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書
と
元
朝
の
印
章
を

比
較
検
討
し
た
上
でYokkaichi 2010; 

四
日
市 2012; Yokkaichi 

2015
を
発
表
し
た
。

（
42
）『
元
史
』
巻
一
二
四
、
塔
塔
統
阿
伝
「
塔タ

タ
ト
ン
ア
ー

塔
統
阿
、
畏ウ

イ
グ
ル兀

人
な
り
。

性
は
聰
慧
に
し
て
、
善
く
言
論
し
、
深
く
本
國
文
字
に
通
ず
。
乃ナ

イ
マ
ン蠻
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ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
（
四
日
市
）

大ダ
ヤ
ン
カ
ガ
ン

揚
可
汗
、之
を
尊
び
傅
と
爲
し
、其
の
金
印
及
び
錢
穀
を
掌
ら
し
む
。

太
祖
西
征
し
て
、
乃ナ

イ
マ
ン蠻

國
亡
ぶ
や
、
塔
塔
統
阿
、
印
を
懷
に
し
て
逃

去
せ
ん
と
し
、
俄
に
擒
に
就
く
。
帝
、
之
を
詰
し
て
曰
く
、「
大ダ

ヤ
ン揚

の

人
民
疆
土
、
悉
く
我
に
歸
す
る
に
、
汝
印
を
負
い
て
何
に
之
か
ん
と

す
る
か
」と
。
對
え
て
曰
く
、「
臣
の
職
な
り
。
將
う
る
に
以
て
死
守
し
、

故
主
の
之
を
授
く
を
欲
求
す
る
の
み
。
安
ん
ぞ
敢
え
て
他
に
有
ら
し

め
ん
や
」
と
。
帝
曰
く
、「
忠
孝
の
人
な
り
」
と
。
是
の
印
何
れ
に
用

い
ん
か
と
問
う
に
、
對
え
て
曰
く
、「
出
納
錢
穀
、
委
任
人
材
、
一
切

の
事
、皆
な
之
を
用
い
、以
て
信
驗
と
爲
す
の
み
」
と
。
帝
之
を
善
し
、

命
じ
て
左
右
に
居
せ
し
む
。
是
れ
が
後
、
凡
そ
制
旨
有
ら
ば
、
始
め

て
印
章
を
用
い
、
仍
お
命
じ
て
之
を
掌
ら
し
む
。
帝
曰
く
、「
汝
、
深

く
本
國
文
字
を
知
る
か
」
と
。
塔
塔
統
阿
悉
く
蘊
う
所
を
以
て
對
え
、

旨
に
稱
う
。
遂
に
命
じ
て
太
子
諸
王
に
教
う
る
に
畏
兀
字
を
以
て
し
、

國
言
を
書
か
し
む
」。

（
43
）T.Jahāngushā/Q

azvīnī, v.1, dhikr-i Y
im

ah w
a Subatāy bar ‘aqab-i 

Sulṭān M
uḥam

m
ad, p. 114.

（
44
）T.Jahāngushā/Q

azvīnī, v.1, dhikr-i Y
im

ah w
a Subatāy bar ‘aqab-i 

Sulṭān M
uḥam

m
ad, p. 116.

（
45
）T.Jahāngushā/Q

azvīnī, v.1, dhikr-i Y
im

ah w
a Subatāy bar ‘aqab-i 

Sulṭān M
uḥam

m
ad, p. 117.

（
46
）
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
枢
機
文
書
館
所
蔵
グ
ユ
ク
発
令
ペ
ル
シ
ア
語
ヤ
ル

リ
グ
文
書, A

.A
.A

rm
.I-X

V
III, 1802(2).

（
47
）Yokkaichi 2010. 

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
官
印
と
し
て
の
朱
印
に

関
す
る
論
考
を
発
表
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
本
表
で
取
り
上
げ
て
い

な
い
未
公
表
の
漢
字
印
も
存
在
す
る
が
、
ま
だ
十
分
に
解
析
が
済
ん

で
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

（
48
）
四
日
市 

二
〇
一
二
、三
一
六-

三
二
二
頁
。

（
49
）
元
朝
の
官
文
書
を
見
る
限
り
、
文
書
末
尾
に
押
印
さ
れ
る
場
合
、

イ
ル=

ハ
ン
朝
の
よ
う
に
末
尾
方
向
を
地
と
し
た
左
下
隅
に
押
印
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
単
に
日
付
の
上
に
押
印
さ
れ
る
。

（
50
）
イ
ル=

ハ
ン
の
皇
帝
宝
璽
に
つ
い
て
は
四
日
市
二
〇
一
二
を
参
照
。

（
51
）
官
印
に
見
え
る
職
名
を
見
る
限
り
、
元
朝
は
一
貫
し
て
イ
ル=

ハ
ン

朝
を
格
下
の
「
諸
王
」
扱
い
し
て
お
り
、
歴
代
イ
ル=

ハ
ン
に
宝
璽

を
賜
与
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
オ
ゴ
タ
イ=

ハ

ー
ン
が
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
に
「
皇
兄
之
寶
」
を
下
賜
し
た
と
い
う
記
録
が

残
る
こ
と
か
ら
、
フ
ビ
ラ
イ
が
対
ア
リ
ク=

ブ
ケ
の
支
持
を
得
る
た

め
に
弟
フ
レ
グ
に
「
皇
弟
之
寶
」
を
下
賜
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る

が
（『
元
史
』
巻
一
三
九
、乃
蠻
台
伝; 

四
日
市
二
〇
一
二
、三
一
六
頁
）、

あ
く
ま
で
想
像
の
域
を
出
な
い
。
近
年
、宮
紀
子
が
「
輔
國
安
民
之
寶
」

に
関
し
て
非
常
に
興
味
深
い
指
摘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
秋

澗
先
生
大
全
文
集
』
所
収
の
「
大
元
故
蒙
軒
先
生
田
公
墓
誌
銘
」
に

見
え
る
フ
レ
グ
の
称
号
「
輔
國
賢
王
」
が
朱
印
の
由
来
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
見
解
で
あ
る
（
宮 

二
〇
一
四
、三
九
頁
、
注
二
九
。
宮
は
ま

た
『
雪
楼
集
』
巻
六
、
海
雲
簡
和
尚
塔
碑
に
見
え
る
母
后
ソ
ル
カ
ク

タ
ニ
が
「
輔
國
安
民
」
の
語
を
好
ん
で
使
用
し
た
逸
話
を
傍
証
と
し

て
挙
げ
て
い
る
）。
こ
れ
は
こ
れ
で
十
分
に
あ
り
得
る
見
解
で
は
あ
る

が
、「
輔
國
安
民
」
の
語
が
宝
璽
と
し
て
刻
さ
れ
て
元
朝
か
ら
授
与
さ

れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
側
で
独

自
に
宝
璽
を
作
成
し
た
可
能
性
も
ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
52
）官
印
と
し
て
の
朱

ア
ル
タ
ム
ガ印

の
な
か
に
は
、「
右
樞
密
使
之
印
」（M

M
I, r.442/

s.25862

）、「
總
管
隠
院
之
印
」（M

M
I, r.464/s.25883

）
な
ど
元
朝

の
官
制
の
中
に
見
え
な
い
官
印
が
あ
り
、
イ
ル
ハ
ン
朝
で
独
自
に
作

製
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
ガ
ザ
ン=

ハ
ン
の
使
用
し

た
宝
璽
「
王
府
定
國
理
民
之
寶
」（A

SV, A
.A

.A
rm

.I-X
V

III,1801-2

）
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

も
実
際
に
中
国
で
は
使
用
さ
れ
な
い
銘
文
を
持
ち
、
こ
の
宝
璽
が
元

朝
か
ら
正
式
に
下
賜
さ
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。

（
53
）
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
二
五
年
（1325C

E

）
ア
ブ
ー=

サ
イ
ー
ド
発
令
金

印
付
ウ
ゲ
文
書
（
※
本
稿
引
用
の
事
例
３
）（M

M
I, r.465/s.25884; 

H
errm

ann und D
oerfer 1975a

）。 

（
54
）
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
五
九
年
（1359C

E

）
シ
ャ
イ
フ=

ウ
ヴ
ァ
イ
ス

発
令
金
印
付
ウ
ゲ
文
書
（M

M
I, r.475/s.25894; H

errm
ann und 

D
oerfer 1975b

）
な
お
、r.478/s.25897

文
書
も
同
様
に
モ
ン
ゴ
ル
語
・

ペ
ル
シ
ア
語
合
璧
で
金
印
が
押
印
さ
れ
た
シ
ャ
イ
フ=

ウ
ヴ
ァ
イ
ス

の
ウ
ゲ
文
書
で
あ
る
（
写
真
は
未
公
表
）。

（
55
）W

aṣṣāf/B
om

bay, j.3, p. 325.

（
56
）Latā’if al-Inshā’/M

ajles, fol.115b; 
渡
部 

二
〇
〇
三
、二
〇
五-

二
〇
六
頁; 

四
日
市 

二
〇
一
二
、三
三
一
頁
。

（
57
）
イ
ラ
ン
国
立
公
文
書
館
所
蔵
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
二
六
年
チ
ョ
バ
ン

発
令
朱
印
付
文
書
（SA

M
I, s.250

）; 

文
書
写
真
はShahrestānī 

1381A
H

S, pp.17-18

を
参
照
。
ま
た
、
本
文
書
に
関
し
て
は
、

Sheykh al-H
okam

ā’ī 2015 

お

よ

びYokkaichi 2015; M
atsui 

2015

（
い
ず
れ
もO

rient 50, 2015: special issue “M
ultilingual 

D
ocum

ents and M
ultiethnic Society in M

ongol-R
uled Iran”

所
収
）

の
専
論
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
58
）『
元
史
』
巻
二
九
、
泰
定
帝
紀
一
、
泰
定
元
年
一
一
月
癸
巳; 

こ
の

パ
ク
パ
字
印
に
関
し
て
は
、
四
日
市
二
〇
一
二
、三
二
一-

三
二
二
頁

お
よ
びYokkaichi 2015

も
参
照
。
ま
た
、
実
際
に
イ
ル=

ハ
ン
朝

ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
皇
慶
二
年
（710A

H
/1313C

E

）
に
は

元
朝
か
ら
イ
ル=

ハ
ン
朝
に
出
使
し
て
そ
の
ま
ま
イ
ラ
ン
に
残
っ
た

重
臣
ボ
ラ
ド=

ア
カ
（B

olad A
qa

）
に
対
し
て
国
公
印
で
あ
る
金
印

を
賜
与
す
る
た
め
の
使
節
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
（『
清
容
居
士
集
』
巻

三
四
、
拜
珠
元
帥
出
使
事
実
）。

（
59
）
本
稿
で
は
現
存
す
る
黒
印
文
書
に
見
ら
れ
る
共
通
要
素
を
提
示
し

た
が
、
黒
印
文
書
の
定
型
に
関
し
て
は
ま
だ
十
分
に
研
究
対
象
と
さ

れ
て
お
ら
ず
、
元
朝
や
他
地
域
の
文
書
と
の
比
較
も
含
め
て

　
今
後

な
お
研
究
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
朱
印
文
書
・

黒
印
文
書
・
金
印
文
書
以
外
に
碧
印
文
書
も
存
在
す
る
が
、
明
確
に

刻
文
を
確
認
で
き
る
印
影
は
現
存
せ
ず
、
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。

（
60
）
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
二
六
年
チ
ョ
バ
ン
発
令
文
書
（
イ
ラ
ン
国
立
公
文

書
館
、 s. 250

）
は
裏
面
に
複
数
の
黒
印
が
押
印
さ
れ
る
数
少
な
い

実
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
裏
面
の
黒
印
に
関
し
て
は
、Sheykh al-

Ḥ
okam

ā‘ī 2015

お
よ
びM

atsui 2015

を
参
照
。

（
61
）
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
に
お
け
る
中
国
的
書
式
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

Sheykh al-Ḥ
okam

ā’ī 1390 A
H

S

が
そ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
い
く
つ

か
の
慣
習
が
モ
ン
ゴ
ル
期
を
境
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が

中
国
の
文
書
作
成
の
慣
習
の
影
響
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

（
62
）
こ
の
形
式
の
擡
頭
は
主
に
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
に
見
ら
れ
、「
勅ヤ

ル
リ
グ命

」

（yarlīgh

）
な
ど
尊
敬
の
対
象
と
な
る
語
句
が
抜
き
出
さ
れ
て
文
頭
に

置
か
れ
る
。
ア
ミ
ー
ル
の
発
令
し
た
文
書
で
は
最
初
期
の
も
の
に
属

す
る
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
六
八
七
年
（1288C

E

）
バ
イ
ト
ミ
シ
発
令
黒
印
付

ス
ズ
文
書（M

M
I, r.448/s.25858; PU

M
, U

.1

）で
は「
勅ヤ

ル
リ
グ命

」の
語
が
、

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
〇
〇
年
（1301C

E

）
タ
イ
フ
発
令
黒
印
付
ス
ズ
文
書

（M
M

I, r.440/s.25860; PU
M

, U
.4

）
で
は
「
勅ヤ

ル
リ
グ命

」、「
朱

ア
ル
タ
ム
ガ印

付
き

勅ヤ
ル
リ
グ令

」（yarlīgh w
a āl-tam

ghā

）な
ど
の
語
が
こ
の
形
式
で
擡
頭
さ
れ
、

「
大
い
な
る
王イ

ン
ジ
ュ
ー

室
私
領
」（īnjū-yi buzurg

）
の
語
は
通
常
の
形
で
擡
頭

さ
れ
る
。
な
お
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
六
九
二
年
（1293C

E

）
財サ

ー
ヒ
ブ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ン

務
庁
長
官

ア
フ
マ
ド
発
令
朱
印
付
ス
ズ
文
書
（M

M
I, r.466/s.25885; PU

M
, 

U
.3

）
の
冒
頭
で
は
、
上
級
権
威
の
提
示
と
し
て
「
勅
命
に
よ
り
」（az 
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ユ
ー
ラ
シ
ア
史
的
視
点
か
ら
見
た
イ
ル=

ハ
ン
朝
公
文
書
（
四
日
市
）

hukm
-i yarlīgh

）
と
い
う
定
型
句
が
見
え
る
が
、
そ
の
「
勅ヤ

ル
リ
グ命

」
の

語
は
通
常
の
形
で
擡
頭
さ
れ
て
い
る
。

（
63
）
金
文
字
は
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
、
ペ
ル
シ
ア
語
文
書
の
両
方
に
見
え
、

や
は
り
、「
勅

ジ
ャ
ル
リ
グ命

」（ǰrlγ

）、「
勅ヤ

ル
リ
グ命

」（yarlīgh

）
な
ど
尊
敬
の
対
象

と
な
る
語
が
金
文
字
で
書
か
れ
る
。
た
だ
し
、
基
本
的
に
金
文
字
は

イ
ル
ハ
ン
、
ス
ル
タ
ー
ン
な
ど
君
主
の
発
令
し
た
勅
令
に
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
発
令
不
明
ア
ル
グ
ン=

ハ
ン
発
令
金
印
（
朱
印
）「
輔
國

安
民
之
寶
」
付
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
（M

M
I, s.3322

）
で
は
「
勅

ジ
ャ
ル
リ
グ命

」、

「
我
ら
（
朕
）」（bidan
）、「
我
ら
（
朕
）
の
」（m

anu

）
の
語
が
金
文

字
で
擡
頭
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
八
一
年
（1379C
E

）
ス
ル

タ
ー
ン=

フ
セ
イ
ン
発
令
文
書
（M

M
I, r.509/s.25929; PU

M
, U

.26

）

で
は「
勅ヤ

ル
リ
グ命

」の
語
が
金
文
字
で
抜
き
書
き
形
式
で
擡
頭
さ
れ
て
い
る
。

（
64
）
ア
フ
マ
ド=

イ
ブ
ン=

フ
ァ
ド
ゥ
ル
ッ
ラ
ー=

ウ
マ
リ
ー
『
高
貴

な
る
用
語
の
解
説
』（al-Ta‘rīf bi al-M

uṣṭalaḥ al-Sharīf

）
で
は
、

イ
ル
ハ
ン
朝
に
対
す
る
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
文
書
の
書
式
と
し
て
金
文

字
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。
他
の
王
朝
に
対
す
る
書
式

で
は
金
文
字
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
イ
ル
ハ
ン

朝
側
の
金
文
字
使
用
の
慣
習
に
対
応
す
る
形
で
マ
ム
ル
ー
ク
朝
側
も

金
文
字
を
使
用
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。「
当
該
書
簡
は
、
神
に
捧
げ

る
言
葉
、
花
押
、
宛
名
（unw

ān

）
の
す
べ
て
が
縁
取
り
さ
れ
た
金

文
字
で
書
か
れ
る
。
栄
光
に
満
ち
た
名
や
崇
高
さ
を
備
え
る
ど
の
よ

う
な
語
句
が
文
中
に
現
れ
る
場
合
で
も
、
必
ず
同
様
に
す
る
。
た
と

え
ば
、
至
高
な
る
神
や
我
ら
が
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
―
―
神
が
彼
に

祝
福
と
平
安
を
与
え
ん
こ
と
を
―
―
の
名
ま
た
は
預
言
者
た
ち
や
天

使
た
ち
―
―
彼
ら
に
平
安
が
あ
ら
ん
こ
と
を
―
―
の
誰
か
の
名
が
現
れ

た
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
に
関
し
て
言
及
さ
れ
た
り
す
る
場
合
で

あ
る
。
ま
た
、
我
々
の
ス
ル
タ
ー
ン
あ
る
い
は
名
宛
人
で
あ
る
ス
ル

タ
ー
ン
が
言
及
さ
れ
る
場
合
や
、
あ
る
い
は
両
者
に
関
連
す
る
語
句
、

例
え
ば
「
我
ら
の
許
で
」「
貴
殿
の
許
で
」「
我
ら
の
た
め
」「
貴
殿
の

た
め
」「
我
ら
の
書
簡
」「
貴
殿
の
書
簡
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
場
合
も

同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
す
べ
て
金
文
字
で
書
か
れ
、
そ

れ
以
外
は
黒
色
で
書
か
れ
る
。」（
谷
口 

二
〇
一
一
、 

七
二
頁
）
実
際
、

多
く
の
イ
ル=

ハ
ン
発
令
モ
ン
ゴ
ル
語
文
書
の
本
文
末
尾
の
定
型
で

あ
る
「
我
ら
（
朕
）
の
文
書
」（bičig m

anu

）
の
「
我
ら
（
朕
）
の
」

（m
anu

）
と
い
う
部
分
は
多
く
の
文
書
で
金
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
65
）
た
だ
し
、
同
じ
勅
令
で
あ
っ
て
も
イ
ル=

ハ
ン
朝
末
期
以
降
か
ら

見
ら
れ
る
金
印
文
書
は
漢
字
宝
璽
が
押
さ
れ
た
勅
令
と
比
べ
る
と
か

な
り
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
る
。

（
66
）
た
だ
し
、
イ
ル=

ハ
ン
朝
に
お
い
て
使
臣
に
よ
る
文
書
の
開
読
が

お
こ
な
わ
れ
た
の
か
、
管
見
の
限
り
明
言
す
る
史
料
は
な
い
。
元
朝

の
開
読
に
関
し
て
は
、
舩
田 

二
〇
〇
五
を
参
照
。

付
記
：
協
定
に
基
づ
き
文
書
調
査
お
よ
び
文
書
写
真
の
使
用
を
許
可
し

て
く
だ
さ
っ
た
イ
ラ
ン
国
立
博
物
館
、
ま
た
、
協
定
の
締
結
に
際
し

て
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
助
力
を
い
た
だ
い
た
エ
マ=

シ
ャ
イ
フ
ル=

ホ

キ
ャ
マ
ー
イ
ー
氏
に
対
し
て
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
。
本
稿
は
ト
ヨ
タ
財
団
二
〇
〇
九
年
度
ア
ジ
ア
隣
人
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
ア
ジ
ア
に
お
け
る
伝
統
文
書
の
保
存
、
活
用
、
継
承
）
特

定
課
題
「
イ
ラ
ン
・
中
国
・
日
本
共
同
に
よ
る
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
文
書

を
中
心
と
し
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
多
言
語
複
合
文
書
の
史
料
集
成
」

（D
09-ID

-043

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
早
稲
田
大
学
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
歴
史
研
究
所
研
究
員
）


